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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

濱
　
田
　
沙
矢
佳

は
じ
め
に

　

本
稿
筆
者
は
か
つ
て
本
誌
に
お
い
て
、
若
狭
地
方
の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
る

福
井
・
明
通
寺
伝
来
の
十
二
神
将
立
像
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
（
以
下
、「
前

稿
」。
図
版
は
前
稿
を
参
照

（
（
（

）。
こ
の
十
二
神
将
立
像
は
、
明
通
寺
本
尊
薬
師
如

来
坐
像
、
及
び
降
三
世
明
王
立
像
、
深
沙
大
将
立
像
（
い
ず
れ
も
平
安
時
代
後

期
〔
十
一
世
紀
〕、
重
要
文
化
財
）
の
三
軀
と
と
も
に
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
例
で
あ
る
。
前
稿
で
は

明
通
寺
像
の
基
礎
デ
ー
タ
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
作
風
等
の
検
討
か
ら
十
三

世
紀
後
半
頃
の
作
例
と
位
置
付
け
、
十
二
神
将
像
の
中
世
に
遡
る
当
初
像
一
具

が
揃
う
貴
重
な
作
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
そ
の
制
作
年
代
が
明
通

寺
の
中
世
再
興
期
に
お
け
る
本
堂
建
立
の
時
期
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
通

寺
像
は
そ
れ
に
伴
い
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
の
眷
属
像
と
し
て
新
た
に
加
え
ら

れ
た
と
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
十
二
神
将
に
言
及
す
る
明
通
寺
文
書
の
検
討
か

ら
、中
世
の
明
通
寺
に
お
い
て
、十
二
神
将
が
本
尊
薬
師
如
来
に
帰
依
す
る
人
々

を
守
護
す
る
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

さ
て
明
通
寺
像
の
造
像
事
情
に
お
い
て
重
要
な
問
題
は
、
平
安
時
代
以
来
の

本
尊
薬
師
如
来
像
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
新
た
に
十
二
神
将
像
が
加
え
ら
れ

た
こ
と
に
あ
る
。
前
稿
で
見
通
し
を
示
し
た
よ
う
に（

（
（

、
こ
の
こ
と
は
十
二
神
将

に
対
す
る
期
待
が
中
世
に
改
め
て
高
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
十
二
神
将
へ
の
期
待
の
高
ま
り
は
、
明
通
寺
と
い

う
一
寺
院
に
限
ら
ず
よ
り
普
遍
的
な
現
象
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、さ
ら
に
、

当
時
の
薬
師
信
仰
の
あ
り
方
と
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
。
第
一
に
、
十
二
神
将
像
の
彫
刻

作
例
を
通
覧
す
る
と
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
は
独
立
し
た
彫
像
と
し
て
の
現
存

作
例
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
も
の
の
、
平
安
時
代
後
期
以
降
、
急
激
に
造
像
例
が

増
え
て
お
り
、
中
に
は
明
通
寺
像
の
よ
う
に
、
古
い
薬
師
如
来
像
に
十
二
神
将

像
を
わ
ざ
わ
ざ
付
け
加
え
る
作
例
も
み
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
本
来
薬
師
経

典
に
は
典
拠
が
な
い
十
二
支
と
の
習
合
現
象
が
生
じ
、
十
二
支
の
標
幟
を
あ
ら

わ
す
十
二
神
将
像
が
多
く
な
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
平
安
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時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
図
像
集
や
事
相
書
に
は
、
十
二
神
将
に

つ
い
て
充
実
し
た
説
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で

は
明
通
寺
像
の
研
究
を
出
発
点
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
現
象
に
着
目
す
る
こ
と

で
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
、
十
二
神
将
が
ど
の
よ
う
な
状
況

下
で
次
第
に
重
視
さ
れ
、
造
像
例
が
増
加
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を

考
察
し
た
い
。

一
、
対
象
作
例
の
確
認

　

ま
ず
検
討
対
象
と
な
る
作
例
の
確
認
か
ら
始
め
た
い（

（
（

。
制
作
年
代
が
鎌
倉
時

代
ま
で
の
も
の
で
（
後
世
の
再
興
像
を
含
む
）、
独
立
し
た
彫
刻
作
例
と
し
て

あ
ら
わ
さ
れ
た
十
二
神
将
像
、
及
び
彫
刻
作
例
に
付
属
す
る
台
座
や
光
背
に
十

二
神
将
が
表
現
さ
れ
た
作
例
を
対
象
と
し
、
先
行
研
究
に
よ
り
本
稿
筆
者
が
確

認
し
得
た
も
の
を
表
1
に
示
し
た
。こ
れ
に
よ
り
作
例
の
傾
向
を
概
観
し
た
い
。

　

平
安
時
代
前
期
、
十
世
紀
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
奈
良
・
新
薬
師
寺
像

と
滋
賀
・
鶏
足
寺
像
、
奈
良
・
川
原
寺
像
が
独
立
し
た
十
二
神
将
彫
像
と
し
て

は
例
外
的
な
古
例
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
こ
れ
ら
以
外
の

造
像
例
は
、
薬
師
如
来
像
の
台
座
や
光
背
に
表
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

　

台
座
に
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
奈
良
・
薬
師
寺
金
堂
像
、
京
都
・
東
寺
金

堂
像
、
同
・
仁
和
寺
像
（
旧
仁
和
寺
北
院
本
尊
）
が
あ
る
。
薬
師
寺
金
堂
像
は
、

薬
師
如
来
坐
像
の
台
座
四
方
に
浮
彫
り
さ
れ
る
巻
髪
で
下
半
身
に
短
い
裳
を
着

け
る
異
形
の
人
物
像
を
夜
叉
と
み
な
し
、
十
二
神
将
（
十
二
薬
叉
大
将
）
と
解

釈
す
る
説
が
あ
る（

（
（

。
東
寺
金
堂
像
は
、『
東
宝
記
』
金
堂
条
に
よ
れ
ば
台
座
に

十
二
神
将
像
を
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り（

（
（

、
現
在
の
桃
山
時
代
の
再
興
像
は
こ

れ
を
再
現
し
て
い
る
（
図
1
）。
仁
和
寺
像
は
空
海
請
来
像
の
再
興
像
と
考
え

ら
れ
て
お
り（

（
（

、
台
座
腰
部
四
方
に
十
二
神
将
像
を
浮
彫
り
す
る
（
図
2
）。

　

光
背
に
表
す
も
の
と
し
て
、
平
安
時
代
前
期
に
は
京
都
・
勝
持
寺
像
が
あ
る

（
図
3
）。
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
、
興
福
院
と
唐
招
提
寺
金
堂
の
薬
師

如
来
像
が
い
ず
れ
も
光
背
中
に
十
二
神
将
を
表
す
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
井
上
一

稔
氏
は
そ
う
し
た
奈
良
時
代
の
先
行
作
例
を
踏
ま
え
た
配
置
と
解
釈
し
て
い

る
（
（
（

。
台
座
だ
け
で
な
く
、
光
背
に
十
二
神
将
を
あ
ら
わ
す
表
現
も
奈
良
時
代
以

来
の
古
い
形
式
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

現
存
作
例
に
拠
る
限
り
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
は
独
立
し
た
彫
像
と
し
て
十

二
神
将
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
台
座
や
光
背
の
モ

チ
ー
フ
と
し
て
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換

え
れ
ば
、
こ
の
時
代
に
十
二
神
将
は
薬
師
如
来
の
眷
属
と
し
て
認
知
は
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
独
立
し
た
彫
像
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
重
視
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

平
安
時
代
後
期
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
独
立
し
た
彫
像
と
し
て
の
十
二
神

将
像
の
作
例
が
増
加
し
て
い
く
。年
代
の
わ
か
る
現
存
作
例
で
は
康
平
七
年（
一

〇
六
四
）
の
広
隆
寺
像
が
古
く
、
旧
石
清
水
護
国
寺
伝
来
の
兵
庫
・
東
山
寺
像

（
承
徳
二
年
〔
一
〇
九
八
〕）
が
続
く
。
ま
た
現
存
し
な
い
も
の
の
記
録
に
あ
ら
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
に
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
寄
進

さ
れ
た
と
伝
わ
る
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
像
が
、
平
安
時
代
後
期
に
独
立
し

た
十
二
神
将
像
の
造
像
が
盛
ん
に
な
る
現
象
の
最
初
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

そ
の
後
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
作
例
が
知
ら
れ
る
が
、
十
三
世

紀
以
降
に
は
さ
ら
に
急
激
に
作
例
が
増
加
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
十
二
神
将
の
造
像
例
は
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
が
、
特
に

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
造
像
例
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
当
然
、
こ
の
時
期
に
十
二
神
将
の
造
像
に
対
す
る
動
機
が
高
ま
っ
た
状
況
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
そ
の
動
機
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、�

造
像
の
動
機
の
検
討
―
古
い
薬
師
如
来
像
に
十
二
神
将
像

を
付
け
加
え
る
作
例
に
着
目
し
て
―

　
　
　
（
一
）
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
像
と
広
隆
寺
像

　

平
安
時
代
後
期
に
十
二
神
将
の
造
像
が
増
加
す
る
、
そ
の
現
象
の
嚆
矢
に
位

置
付
け
ら
れ
る
の
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
の
十
二
神
将
像
で
あ
る
。
同

像
は
、
最
澄
に
よ
り
安
置
さ
れ
た
薬
師
如
来
像
に
眷
属
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
、
現
存
す
る
広
隆
寺
像
も
、
古
い
薬
師
如
来
像
に

十
二
神
将
像
を
付
け
足
す
事
例
で
あ
っ
た
。
以
降
の
例
で
も
古
い
薬
師
如
来
像

の
眷
属
と
し
て
加
え
ら
れ
た
事
例
が
、
地
域
や
寺
院
を
問
わ
ず
に
多
数
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
の
存
在
自
体
は
先
行
研
究
で
も
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
改
め
て
こ
れ
に
注
目
し
た
い
の
は
、
十
二
神
将
像
を
備
え
な
い
古
像
へ

あ
え
て
そ
れ
を
付
け
加
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
十
二
神
将
を
造
像
す
る
強
い

動
機
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
例
を
手
が
か
り
に
、
当
時
、
十
二

神
将
像
に
ど
の
よ
う
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。

　

根
本
中
堂
の
薬
師
如
来
像
は
最
澄
の
時
代
に
遡
る
像
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
像

に
対
し
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
に
藤
原
道
長
が
十
二
神
将
像
を
造
立
、
供

養
し
た
（『
左
経
記（

（
（

』）。
さ
ら
に
そ
の
後
、
藤
原
頼
通
が
日
光
・
月
光
菩
薩
像

を
追
加
安
置
し
た
。
そ
の
年
代
は
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）（『
九
院
仏
閣
抄

（
（
（

』、

『
叡
岳
要
記（

（1
（

』）、
あ
る
い
は
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）（『
山
門
堂
舎
記（

（1
（

』、『
天

台
座
主
記（

（1
（

』）
と
史
料
に
よ
り
異
な
る
が
、
井
上
大
樹
氏
は
永
承
三
年
発
願
、

永
承
七
年
供
養
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
広
隆
寺
薬
師
如
来
像
は
、
霊
験
像
と
し
て
当
時
京
中
の
貴
賤
の
信
仰
を

集
め
て
い
た
（『
日
本
紀
略

（
（1
（

』
な
ど
）。
こ
の
薬
師
如
来
像
に
対
し
て
、
康
平
七

年
（
一
〇
六
四
）
に
日
光
・
月
光
菩
薩
像
及
び
十
二
神
将
像
が
加
え
ら
れ
た
。

願
主
は
丹
後
守
藤
原
資
良
、
導
師
は
法
性
寺
座
主
仁
暹
大
僧
都
、
仏
師
は
長
成

法
橋
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
広
隆
寺
来
由
記（

（1
（

』）。
こ
の
日
光
・
月
光
菩
薩
像

及
び
十
二
神
将
像
は
現
存
し
て
お
り
、
定
朝
の
弟
子
、
仏
師
長
勢
の
作
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　

根
本
中
堂
及
び
広
隆
寺
の
薬
師
如
来
像
に
対
し
、
十
一
世
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
日
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光
・
月
光
菩
薩
像
及
び
十
二
神
将
像
が
加
え
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
前
掲
の

史
料
は
明
確
に
語
ら
な
い
。
し
か
し
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
当
時
、
そ
れ
ら
の

薬
師
如
来
像
が
格
別
な
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
動
機
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
ず
根
本
中
堂
に
つ
い
て
、
井
上
大
樹
氏
は
、
根
本
中
堂
薬
師
如
来
像
が
平

安
中
・
後
期
に
最
澄
自
刻
の
像
と
し
て
、
さ
ら
に
「
像
法
転
時
」
の
救
済
者
と

し
て
信
仰
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
藤
原
道
長
が
十
二
神
将
像

を
、
藤
原
頼
通
が
日
光
・
月
光
菩
薩
像
を
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
像
法
転
時
」

に
お
い
て
根
本
中
堂
像
へ
の
信
仰
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
造
像
と
指
摘
し

た
（
（1
（

。

　

広
隆
寺
に
関
し
て
は
、
武
笠
朗
氏
が
根
本
中
堂
の
例
を
踏
ま
え
た
造
像
で
あ

る
と
指
摘
し
、
当
時
の
広
隆
寺
霊
験
薬
師
像
に
対
す
る
信
仰
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
願
主
藤
原
資
良
が
、
自
身
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
藤
原
頼
通
や
、
頼
通

の
娘
で
後
冷
泉
天
皇
皇
后
の
寛
子
に
関
わ
る
病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
に
造
像
し

た
と
考
察
し
た（

（1
（

。
ま
た
松
浦
正
昭
氏
も
、「
霊
験
あ
る
薬
師
仏
に
対
す
る
当
時

の
特
別
な
信
仰
」
を
日
光
・
月
光
菩
薩
像
と
十
二
神
将
像
の
造
像
の
動
機
と
想

定
し
た（

（1
（

。

　

こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
二
つ
の
例
に
つ
い
て
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特

定
の
薬
師
如
来
像
へ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
の
に
伴
い
、
薬
師
如
来
の
救
済
や

利
益
を
願
っ
て
、
そ
の
薬
師
如
来
像
の
も
と
に
貴
顕
が
十
二
神
将
像
を
造
立
安

置
し
て
い
る
構
図
で
あ
る
。
薬
師
如
来
の
利
益
を
願
っ
た
り
、
結
縁
し
た
り
す

る
手
段
と
し
て
、
十
二
神
将
像
の
造
像
安
置
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
は

注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
（
二
）
鎌
倉
時
代
の
作
例

　

鎌
倉
時
代
に
な
り
、
平
安
期
の
薬
師
如
来
像
に
新
た
に
十
二
神
将
像
が
付
け

加
え
ら
れ
る
事
例
が
増
加
す
る
。
前
稿
で
紹
介
し
た
明
通
寺
像
も
そ
の
一
例
で

あ
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
こ
う
し
た
事
例
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
先
行
研
究

で
も
度
々
指
摘
が
あ
る
も
の
の（

（1
（

、
そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
検
討
さ
れ

る
機
会
が
少
な
い
。
例
え
ば
濱
名
徳
順
氏
が
千
葉
・
東
明
寺
の
十
二
神
将
像
に

つ
い
て
、
同
寺
周
辺
地
域
が
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期
ま
で
一
貫
し

て
上
総
氏
系
天
羽
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
先
祖
の
造
立
し
た
本

尊
に
、
十
二
神
将
を
付
加
し
て
氏
寺
の
荘
厳
を
高
め
た
」
と
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る（

（2
（

。

　

平
安
期
の
薬
師
如
来
像
で
当
初
よ
り
十
二
神
将
像
を
備
え
る
作
例
は
少
な

い
。
濱
名
氏
の
指
摘
を
参
考
に
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
古
来
の
薬
師
如
来
像
を
必

要
あ
っ
て
荘
厳
す
る
際
に
十
二
神
将
が
付
加
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

こ
う
し
た
経
緯
が
よ
り
具
体
的
に
想
定
で
き
る
作
例
が
あ
る
。
そ
れ
が
京
都
・

浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
像
と
奈
良
・
霊
山
寺
像
で
あ
る
。

　

浄
瑠
璃
寺
の
薬
師
如
来
坐
像
は
現
在
同
寺
三
重
塔
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、

永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
の
同
寺
創
建
時
か
ら
の
本
尊
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

そ
れ
に
付
随
し
た
と
伝
わ
る
十
二
神
将
像
（
図
4
）
が
現
在
東
京
国
立
博
物
館
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

と
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
の
解
体
修

理
に
伴
い
発
見
さ
れ
た
墨
書
に
よ
り
、
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
頃
の
作
と
確

認
さ
れ
て
い
る
。
藤
岡
穣
氏
や
瀨
谷
貴
之
氏
は
、
本
十
二
神
将
像
の
造
像
の
契

機
と
し
て
、浄
瑠
璃
寺
の
根
本
史
料
で
あ
る
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
事
』
に
お
い
て
、

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
薬
師
如
来
像
に
御
帳
を
懸
け
た
と
あ
る
こ
と
に
着

目
し
た（

（2
（

。
ま
た
冨
島
義
幸
氏
は
、
浄
瑠
璃
寺
に
現
存
す
る
薬
師
如
来
像
所
用
厨

子
の
当
初
部
分
が
鎌
倉
時
代
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
判
断
し
た
う
え
で
、
薬

師
如
来
像
は
こ
の
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
建
暦
二
年
に
そ
こ
に
御
帳
が
懸

け
ら
れ
た
と
解
釈
し
た（

（2
（

。
鎌
倉
時
代
前
期
の
浄
瑠
璃
寺
に
お
い
て
薬
師
如
来
像

に
対
す
る
荘
厳
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
跡
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
創
建
以
来

の
本
尊
で
あ
っ
た
薬
師
如
来
像
が
こ
の
時
代
に
改
め
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
、

十
二
神
将
像
が
加
え
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
霊
山
寺
薬
師
三
尊
像

（
（2
（

は
、中
尊
像
納
入
紙
片
の
年
紀
か
ら
治
暦
二
年（
一

〇
六
六
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
三
尊
像
は
、
弘
安

六
年
（
一
二
八
三
）
上
棟
の
本
堂
に
、
同
八
年
（
一
二
八
五
）
造
立
の
春
日
厨

子
に
納
め
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
眷
属
の
十
二
神
将
像
は
鎌
倉
時
代
末
期
の

作
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

（2
（

、
薬
師
三
尊
像
厨
子
の
左
右
に
六
体
ず
つ
安
置
さ
れ
て

い
る
（
図
5
）。
十
二
神
将
像
の
造
像
は
、
十
三
世
紀
後
半
に
古
来
の
薬
師
三

尊
像
を
祀
る
た
め
の
本
堂
や
厨
子
が
整
備
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
そ
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
霊
山
寺
薬
師
三
尊
像
は
像
本
体
と
同
時
期
の
板
光
背
を
備
え
て
い

る
が
、
両
脇
侍
像
分
の
光
背
に
は
十
二
神
将
が
絵
画
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
霊
山
寺
の
三
尊
像
に
は
当
初
よ
り
眷
属
と
し
て
十
二
神
将
も
表
現
さ
れ
て
い

た
が
、
鎌
倉
時
代
に
、
さ
ら
に
彫
像
の
十
二
神
将
像
が
付
け
足
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
薬
師
如
来
を
改
め
て
祀
る
の
に
あ
た
り
、
十
二
神
将
像
を
造
像
し
て
付
け

加
え
る
こ
と
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
感
じ
取
れ
る
。

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
十
二
神
将
を
備
え
な
い
古
来
の
薬
師
如
来
像
に
対

し
、
そ
れ
を
付
加
す
る
現
象
は
、
平
安
時
代
に
特
別
な
信
仰
を
集
め
た
像
に
関

し
て
既
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
現
象
は
中
世
に
至
り
、
よ
り
一
般
的
な
広
が
り
を

見
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
中
世
に
は
薬
師
如
来
像
一
般
に
つ
い
て
、
眷
属
と
し
て

の
十
二
神
将
像
が
不
可
欠
な
も
の
と
認
識
さ
れ
、
古
来
の
薬
師
如
来
像
が
改
め

て
注
目
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
荘
厳
す
る
に
あ
た
り
十
二
神
将
像
の
不
在

が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
十
二
神
将
像
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
薬
師
如
来
像
と
結
縁
し
た
り
、
願
い
を
向
け
た
り
す
る
手
段
と
し
て
十
二

神
将
像
の
造
像
安
置
を
選
択
す
る
と
い
う
構
図
は
、
平
安
時
代
後
期
の
事
例
と

同
様
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
神
奈
川
・
曹
源
寺
十
二
神
将
像
に
関
す
る
一
連

の
指
摘
で
あ
る
。
浅
見
龍
介
氏
は
、
曹
源
寺
像
の
う
ち
巳
神
像
（
図
6
）
が
や

や
大
き
め
で
若
々
し
い
武
将
の
姿
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
発
願
者
が
巳
年
生

ま
れ
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た（

（2
（

。
そ
れ
を
受
け
て
奥
健
夫
氏
は
、
十
二
神
将

は
年
よ
り
も
十
二
時
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と
し
、
曹
源
寺
巳
神
像
の

表
現
は
、
巳
刻
生
ま
れ
の
源
実
朝
の
無
事
出
生
を
助
け
た
守
護
神
と
し
て
の
特
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別
な
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
原
型

を
、
実
朝
出
産
を
控
え
た
北
条
政
子
に
よ
る
発
願
と
想
定
さ
れ
る
永
福
寺
薬
師

堂
の
十
二
神
将
像
に
求
め
た（

（2
（

。
実
朝
の
無
事
出
生
は
あ
く
ま
で
も
薬
師
如
来
へ

の
願
い
で
あ
ろ
う
が
、
奥
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
巳
神
は
そ
の
願
い
を
託
さ
れ

成
就
さ
せ
た
存
在
と
解
さ
れ
よ
う
。
十
二
神
将
は
薬
師
如
来
へ
の
願
い
を
媒
介

す
る
と
と
も
に
、
薬
師
如
来
の
利
益
を
礼
拝
者
に
も
た
ら
す
と
い
う
観
念
が
こ

こ
に
読
み
取
れ
る
。

　
　
　
（
三
）
小
結

　

本
稿
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
明
通
寺
十
二
神
将
像
が
同
寺
本
尊
薬
師
如
来

像
に
帰
依
す
る
人
々
を
守
護
す
る
存
在
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
の
見
通
し
を
示

し
た
。
こ
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
作
例
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
を
導
い
た
。

　

・�

十
二
神
将
の
造
像
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
広
が
り
を
み
せ
る
。

そ
の
中
に
、
古
来
の
薬
師
如
来
像
に
あ
え
て
十
二
神
将
像
を
付
け
加
え
る

例
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
な
っ
て
か
ら
改
め
て
十
二

神
将
が
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

・�

こ
の
期
待
の
高
ま
り
の
契
機
は
、
霊
験
薬
師
、
古
来
の
由
緒
あ
る
薬
師
如

来
像
へ
の
信
仰
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。薬
師
如
来
の
利
益
を
享
受
し
た
り
、

薬
師
如
来
と
結
縁
す
る
手
段
と
し
て
、
十
二
神
将
の
造
像
、
安
置
が
選
択

さ
れ
た
。

　

・�

十
二
神
将
に
は
、
薬
師
如
来
の
礼
拝
者
を
守
護
し
た
り
、
礼
拝
者
の
祈
願

を
薬
師
如
来
へ
媒
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
人
と
薬
師
如
来
を
つ
な
ぐ
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

平
安
時
代
後
期
、
十
二
神
将
が
人
々
と
薬
師
如
来
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
特
定
の
作
例
に
限
ら
ず
普
遍
的
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
初
期

の
事
例
で
あ
る
比
叡
山
根
本
中
堂
や
広
隆
寺
で
も
、
あ
く
ま
で
霊
験
薬
師
へ
の

信
仰
の
高
ま
り
か
ら
十
二
神
将
像
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
薬
師
如

来
へ
願
い
を
向
け
、
結
縁
す
る
た
め
に
、
十
二
神
将
の
造
像
安
置
が
相
応
し
い

手
段
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
認
識
は
以
降
の
時
代
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
十
二
神
将
へ
の
期
待
は
い
よ
い
よ
増
し
、
多
彩
な
作

例
が
造
像
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、�

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
十
二
神
将
へ
の

期
待
と
理
解

　
　
　
（
一
）
問
題
の
所
在
―
薬
師
経
典
が
語
ら
な
い
こ
と
―

　

前
章
で
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
霊
験
薬
師
へ
の
信

仰
を
契
機
に
、
人
と
薬
師
如
来
を
つ
な
ぐ
と
い
う
十
二
神
将
の
役
割
が
注
目
さ

れ
、
造
像
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
こ
こ
に
一
つ
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
薬
師
経
典
に
は
造
像
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
十
二
神
将
の
具
体
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

的
な
姿
や
性
格
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
当
時
の

人
々
は
、
な
ぜ
こ
の
時
代
に
改
め
て
十
二
神
将
に
期
待
を
寄
せ
、
そ
し
て
何
を

頼
り
に
造
像
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
十
二
神
将
の
造
像
が
活
発
に
な
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、

そ
の
姿
や
性
格
を
規
定
す
る
よ
う
な
様
々
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

主
に
、
十
二
支
と
の
習
合
、
形
像
の
成
立
、
時
や
方
位
の
守
護
者
と
し
て
の
信

仰
、
密
教
的
意
義
付
け
の
四
点
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
十
二

神
将
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
理
解
が
定
ま
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、
十
二
神
将
の
教
義
上
の
典
拠
で
あ
る
薬
師
経
典
の
内
容

を
確
認
す
る
。『
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
な
ど
の
薬
師
経
典
で
は
、

十
二
神
将
は
、
釈
迦
が
薬
師
如
来
の
本
願
功
徳
を
説
く
説
法
の
場
に
登
場
し
、

釈
迦
の
説
法
を
聞
き
終
わ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
七
千
の
薬
叉
を
眷
属
と
し
て
従
え

て
同
時
に
声
を
挙
げ
、
仏
法
僧
に
帰
依
し
て
一
切
の
有
情
の
た
め
に
利
益
を
な

す
こ
と
を
釈
迦
に
誓
う
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
も
従
い
、
も
し
薬
師

経
典
を
流
布
し
、
あ
る
い
は
薬
師
如
来
の
名
号
を
受
持
し
て
恭
敬
し
供
養
す
る

者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
を
衛
護
し
て
一
切
の
苦
難
を
逃
れ
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
願

い
を
満
足
さ
せ
る
と
い
い
、あ
る
い
は
疫
病
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
求
め
る
者
は
、

薬
師
経
典
を
読
誦
し
、
五
色
の
糸
で
十
二
神
将
の
名
字
を
結
ぶ
べ
き
こ
と
を
説

く
（
（2
（

。
す
な
わ
ち
十
二
神
将
は
教
義
上
、
仏
法
僧
に
帰
依
し
て
衆
生
に
利
益
を
与

え
る
存
在
で
あ
り
、
な
か
で
も
薬
師
経
典
を
流
布
し
、
薬
師
如
来
を
供
養
す
る

者
を
守
護
す
る
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

薬
師
如
来
を
供
養
す
る
人
を
守
護
す
る
と
い
う
、
薬
師
如
来
と
人
を
つ
な
ぐ

基
本
的
な
役
割
は
、
経
典
で
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
薬
師
経
典

で
は
十
二
神
将
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
列
挙
す
る
も
の
の
、
各
神
将
の
個
別
の
性

格
や
、
具
体
的
な
役
割
な
ど
は
説
い
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
像
容
に
つ
い
て
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
平
安
時
代
前
期
ま
で
の
造
像
例
が
わ
ず
か
な
の
は
そ
の
た

め
だ
ろ
う
。し
か
し
、こ
こ
か
ら
性
格
や
像
容
に
関
す
る
規
定
が
様
々
に
加
わ
っ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
（
二
）
中
国
・
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
十
二
神
将
造
像

　

薬
師
経
典
に
は
十
二
神
将
の
像
容
に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
中
国
や
朝
鮮

半
島
で
は
、
十
二
神
将
は
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
で

造
像
が
盛
ん
に
な
る
前
段
階
の
状
況
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

中
国
で
の
造
像
に
つ
い
て
は
中
野
照
男
氏
の
著
作
に
詳
し
く
、
以
下
そ
れ
を

参
考
に
し
な
が
ら
述
べ
る（

（2
（

。
中
国
で
は
、
敦
煌
莫
高
窟
の
薬
師
浄
土
変
相
図
に

十
二
神
将
像
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
隋
代
（
五
八
一
―
六
一
九
）
の
作

例
で
は
、
そ
の
像
容
は
天
人
形
や
菩
薩
形
な
ど
で
武
将
の
姿
で
は
な
く
、
定
型

化
さ
れ
て
い
な
い
。
武
将
形
の
十
二
神
将
像
は
初
唐
（
六
一
八
―
七
一
二
）
か

ら
現
れ
、
同
時
に
十
二
支
に
類
す
る
獣
面
を
い
た
だ
く
神
将
形
も
あ
ら
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
の
題
記
が
あ
る
敦
煌
莫
高
窟
第

二
二
〇
窟
北
壁
の
薬
師
浄
土
変
相
図
が
そ
の
最
古
例
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。そ
の
後
、

盛
唐
期
（
七
一
三
―
七
六
六
）
以
降
に
着
甲
の
神
将
形
と
し
て
の
姿
が
定
型
化
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さ
れ
た
。
そ
れ
は
宝
冠
あ
る
い
は
兜
を
被
り
、
跪
き
、
多
く
は
合
掌
す
る
姿
で

あ
る
と
い
い
、
西
夏
期
（
十
一
世
紀
）
頃
ま
で
の
作
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
敦

煌
莫
高
窟
以
外
で
も
、
石
窟
に
伝
来
し
た
薬
師
浄
土
変
相
図
や
浮
彫
像
で
十
世

紀
頃
の
造
像
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
中
国
で
の
造
像
例
が
日

本
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　

一
方
朝
鮮
半
島
で
は
、
従
来
、
十
二
神
将
像
が
確
認
で
き
る
の
は
高
麗
時
代

（
九
一
八
―
一
三
九
二
）
以
降
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
李
鎭
榮
氏
の

一
連
の
研
究
に
よ
り
、
統
一
新
羅
時
代
（
六
六
八
―
九
三
五
）
に
十
二
神
将
が

造
形
化
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
提
示
さ
れ
、
こ
の
時
代
に
は
、
着
甲
し
武
器
を

手
に
取
る
神
将
像
と
、
着
甲
し
て
武
器
を
持
ち
岩
座
に
立
つ
獣
頭
人
身
像
が
そ

れ
ぞ
れ
十
二
神
将
と
し
て
造
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た（

（3
（

。
従
来
朝
鮮

半
島
で
は
十
二
支
像
と
み
な
さ
れ
て
き
た
獣
頭
人
身
像
の
作
例
の
中
に
十
二
神

将
像
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
統
一
新
羅
時
代
の
十
二
神

将
像
が
日
本
に
お
け
る
初
期
の
造
像
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
三
）
日
本
に
お
け
る
十
二
支
と
の
習
合
と
作
例
の
増
加

　

日
本
で
は
、
現
存
す
る
十
二
神
将
像
は
着
甲
の
神
将
像
が
一
般
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
頭
上
に
は
十
二
支
獣
の
標
幟
が
表
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
現
在
で

は
こ
れ
が
十
二
神
将
像
の
表
現
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
も

元
か
ら
で
は
な
く
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
の
作
例
に
は
十
二
支
獣
の
標
幟
は
表

さ
れ
な
い
。
日
本
で
十
二
神
将
像
に
十
二
支
の
標
幟
が
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
根
本
中
堂
像
は『
九

院
仏
閣
抄

（
（3
（

』
の
記
述
か
ら
十
二
支
獣
の
標
幟
が
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
現

存
す
る
広
隆
寺
像
に
も
な
い
。
彫
刻
作
例
で
は
、
兵
庫
・
東
山
寺
像
（
承
徳
二

年
〔
一
〇
九
八
〕）
や
東
大
寺
像
（
十
二
世
紀
）
が
十
二
支
を
あ
ら
わ
す
十
二

神
将
像
の
古
例
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
、
十
二
支
獣
の
標
幟
を
頭
上
に
あ

ら
わ
す
も
の
が
多
く
な
る
。

　

十
二
神
将
と
十
二
支
獣
と
の
関
係
は
薬
師
経
典
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、

十
二
と
い
う
数
の
一
致
か
ら
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
両
者
を
結
び

付
け
た
教
義
上
の
根
拠
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
『
大
方
等
大
集
経
』

で
あ
る（

（3
（

。『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
二
十
三
浄
目
品（

（3
（

は
、
閻
浮
提
の
南
方
の
海

中
に
あ
る
琉
璃
山
に
毒
蛇
、
馬
、
羊
が
、
西
方
の
海
中
の
頗
梨
山
に
獼
猴
、
鶏
、

犬
が
、
北
方
の
海
中
の
銀
山
に
猪
、
鼠
、
牛
が
、
そ
し
て
東
方
の
海
中
の
金
山

に
師
子
、
兎
、
龍
が
そ
れ
ぞ
れ
お
り
、
こ
の
十
二
獣
が
一
獣
ご
と
に
交
代
で
閻

浮
提
に
行
き
、
遊
行
教
化
し
て
い
る
と
説
い
て
お
り
、
こ
の
十
二
獣
が
十
二
神

将
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
陰
陽
道
の
十
二

支
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十
二
支
は
本
来
方
位
や
時
刻
を
表
す
概
念
で

あ
っ
た
が
、
中
国
で
そ
れ
に
十
二
種
類
の
動
物
が
配
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

日
本
に
お
い
て
十
二
神
将
と
十
二
支
が
結
び
つ
い
た
こ
と
に
は
、
前
節
で
も

確
認
し
た
よ
う
な
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
が
ま
ず
は
想
定
さ
れ
る
が
、
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

宿
曜
道
や
陰
陽
道
の
影
響
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に（

（3
（

、
複
雑
な
要
因
が
関

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
を
明
確
に
す
る
の
は
現
段
階
で
は
難
し

い
。

　

経
軌
類
で
十
二
神
将
と
十
二
支
と
の
関
係
を
説
く
唯
一
の
も
の
と
さ
れ
て
い

る
の
が
、
日
本
で
平
安
時
代
中
期
以
前
に
成
立
し
た
台
密
系
の
経
軌
と
考
え
ら

れ
て
い
る（

（3
（

『
浄
瑠
璃
浄
土
標
』
で
あ
る
。
本
書
に
十
二
支
の
獣
座
に
載
る
十
二

神
将
の
像
容
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
十
二
神
将
と
十

二
支
は
習
合
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
を
典
拠
と
し
た
絵
画
や

彫
刻
の
実
際
の
作
例
は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い（

（4
（

。
日
本
に
お
け
る
十
二
神
将
と

十
二
支
獣
の
結
び
つ
き
は
平
安
時
代
中
期
に
想
定
さ
れ
る
と
は
い
え
、
実
際
の

造
像
に
反
映
さ
れ
る
の
は
先
述
の
と
お
り
も
う
少
し
後
に
な
る
よ
う
だ
。
鎌
倉

時
代
以
降
に
な
る
と
両
者
の
結
び
つ
き
は
確
固
た
る
も
の
と
な
り
、
十
二
支
獣

が
持
つ
性
格
や
イ
メ
ー
ジ
が
、
し
ば
し
ば
十
二
神
将
像
本
体
の
表
現
に
も
反
映

さ
れ
る
ほ
ど
に
な
る（

（4
（

。
そ
こ
に
至
る
に
は
、
十
二
神
将
の
形
像
が
そ
の
時
代
ま

で
に
確
立
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
節
で
は
そ
の
経
緯
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　
（
四
）
形
像
の
成
立
と
広
が
り

　

十
二
神
将
の
形
像

（
（4
（

に
つ
い
て
薬
師
経
典
に
は
規
定
が
な
い
。
そ
れ
を
説
く
経

軌
と
し
て
は
、
前
掲
の
『
浄
瑠
璃
浄
土
標
』
と
、
元
の
沙
囉
巴
（
一
二
五
九
―

一
三
一
四
）
訳
『
薬
師
琉
璃
光
王
七
仏
本
願
功
徳
経
念
誦
儀
軌
供
養
法
』
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
作
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

経
典
等
に
よ
る
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
十
二
神
将
像
の
造
像
に
際
し
て
は

そ
れ
に
関
わ
る
僧
侶
や
仏
師
、
願
主
に
委
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
十
二

神
将
彫
像
の
作
例
が
増
え
始
め
た
頃
か
ら
、
先
行
作
例
に
基
づ
く
伝
統
的
な
図

像
が
範
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
興
福
寺

の
板
彫
十
二
神
将
像
の
う
ち
矢
を
つ
ま
よ
る
頞
儞
羅
は
、
新
薬
師
寺
の
頞
儞
羅

と
同
じ
形
で
あ
り
、
広
隆
寺
の
安
底
羅
像
も
そ
れ
に
近
い

（
（4
（

。
広
隆
寺
像
は
新
薬

師
寺
像
と
形
制
が
似
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
影
響
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る（

（4
（

。
他
に
も
、
十
二
神
将
像
の
代
表
的
な
作
例
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ

る
姿
勢
が
複
数
あ
る
こ
と
が
上
杉
孝
良
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
十
一
世
紀
頃
に
は
、
典
拠
と
し
た
経
軌
は
不
明
な
が

ら
、
ほ
ぼ
同
一
形
態
に
あ
る
十
二
神
将
図
像
が
規
範
と
し
て
広
く
流
通
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
定
智
本
」（
旧
益
田
家
本
、
旧
高
山
寺
本
、

玄
証
本
）
と
呼
ば
れ
る
図
像
と
、「
世
流
布
像
」
と
通
称
さ
れ
る
図
像
で
あ
る（

（4
（

。

い
ず
れ
も
頭
上
に
は
十
二
支
獣
の
標
幟
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
定
智
本
」
は
現
在
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
に
分
蔵
さ
れ
、
卯
神
像

の
裏
書
及
び
付
属
す
る
別
紙
の
墨
書
の
内
容
か
ら
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）

に
絵
仏
師
定
智
が
唐
本
を
写
し
、
高
野
山
月
上
院
の
玄
証
（
一
一
四
六
―
一
二

二
二
）
が
所
持
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
世
流
布
像
」
は
、
そ
の
図
様
は
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
定
智
本
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
撰

美術45_03濱田沙矢佳氏1C_三[57-82].indd   65美術45_03濱田沙矢佳氏1C_三[57-82].indd   65 2024/02/29   14:37:142024/02/29   14:37:14



美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

66

集
の
『
覚
禅
鈔
』「
薬
師
法
」
に
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
「
世
流
布
像
〔
円
心
様
。

未
レ
見
二
本
文
一
。
井
天
本
珍
海
写
レ
之
以
二
件
本
一
図
レ
之（

（4
（

。〕」と
あ
る
こ
と
か
ら
、

円
心
様
の
図
像
で
そ
の
像
法
を
説
く
経
軌
は
不
明
で
あ
る
が
、『
覚
禅
鈔
』
所

収
の
図
は
「
井
天
本
」
を
珍
海
が
写
し
た
も
の
に
よ
り
描
か
れ
た
と
解
釈
さ
れ

て
い
る（

（4
（

。「
世
流
布
像
」
の
通
称
か
ら
、『
覚
禅
鈔
』
編
纂
の
頃
に
流
行
し
て
い

た
図
像
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
円
心
は
十
一
世
紀
中
頃
に
活
躍
し
た
画
僧
で
あ

り
、
珍
海
（
一
〇
九
一
―
一
一
五
二
）
は
東
大
寺
の
已
講
で
、
画
技
と
図
像
に

優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う（

（5
（

。「
世
流
布
像
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
伊
東
史

朗
氏
は
、「
円
心
様
」
の
注
記
か
ら
円
心
の
図
像
が
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
、

十
二
支
獣
を
戴
く
初
期
の
例
と
し
て
著
名
だ
っ
た
も
の
と
推
定
し

（
（5
（

、
川
瀬
由
照

氏
は
円
心
独
自
の
も
の
と
の
断
定
は
避
け
な
が
ら
も
、
十
一
世
紀
頃
に
は
じ
ま

り
、
あ
る
い
は
南
都
周
辺
よ
り
流
行
っ
た
図
像
か
と
し
て
い
る（

（5
（

。

　
「
定
智
本
」や「
世
流
布
像
」の
系
統
の
図
像
に
よ
る
代
表
的
な
作
例
と
し
て
、

彫
刻
で
は
神
奈
川
・
宝
城
坊
本
堂
十
二
神
将
像
（
平
安
時
代
後
期
、十
二
世
紀
）、

個
人
蔵
の
板
彫
十
二
神
将
像
（
鎌
倉
時
代
、
十
三
―
十
四
世
紀
）、
絵
画
で
は

和
歌
山
・
桜
池
院
薬
師
十
二
神
将
像
（
鎌
倉
時
代
、
十
三
世
紀
）
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
彫
刻
作
例
で
群
像
の
う
ち
一
部
が
こ
の
系
統
の
図
像
に
基
づ
く

と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
奈
良
・
興
福
寺
東
金
堂
像
、
京
都
・
浄
瑠
璃
寺
旧

蔵
像
な
ど
が
あ
り
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
十
二
神
将
造
像
に
お
い

て
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
「
定
智
本
」
と
「
世
流
布
像
」
の
祖
本
や
、
図
像
の
継
承
の
過
程
、
両
者
の

関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が（

（5
（

、
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
立

ち
入
ら
な
い
。
た
だ
し
、「
定
智
本
」
や
「
世
流
布
像
」
に
含
ま
れ
る
図
像
が
、

そ
れ
に
先
立
つ
玄
朝
様
の
図
像
（
興
福
寺
板
彫
像
）
や
、
広
隆
寺
十
二
神
将
像

に
既
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

点
に
注
目
し
た
い
。以
上
に
よ
り
、

具
体
的
な
像
法
が
な
か
っ
た
十
二
神
将
に
関
し
て
、
実
際
の
造
像
を
通
し
て
図

像
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
中
か
ら
、
規
範
と
な
る
図

像
が
十
一
世
紀
頃
に
現
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
そ

の
図
像
が
広
く
受
容
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
造
像
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
事
象
が
、
十
二
支
獣
を
戴
く
十
二
神
将
像

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
十
二
神
将
像
の
形
像
は
さ
ら
に
多
様
に
展
開
し
た
。
こ
の

時
期
に
も
、
平
安
時
代
後
期
同
様
に
新
薬
師
寺
像
や
そ
れ
に
類
す
る
奈
良
時
代

作
例
に
基
づ
く
図
像
を
取
り
入
れ
た
も
の
の
ほ
か（

（5
（

、
不
動
明
王
の
眷
属
で
あ
る

制
吒
迦
童
子
像
や
、
二
天
王
、
毘
沙
門
天
、
金
剛
力
士
な
ど
の
図
像
の
転
用
が

指
摘
さ
れ
る
作
例
も
あ
り（

（5
（

、
様
々
な
図
像
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
十
二

神
将
像
が
構
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
鎌
倉
地
方
を
中
心
に
受
容
さ
れ
た
一
つ
の
十
二
神
将
図
像
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
神
奈
川
・
覚
園
寺
像
、
同
・
鎌
倉
国
宝
館
像
（
旧
辻
薬
師
堂
像
）、

奈
良
国
立
博
物
館
像
（
旧
神
奈
川
・
太
寧
寺
像
）
な
ど
が
そ
の
図
像
に
よ
る
代

表
的
な
作
例
で
あ
り
、
北
条
義
時
が
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に
建
立
し
た
大

倉
薬
師
堂
の
十
二
神
将
像
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
図
像
の
十
二
神
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

将
像
が
多
く
作
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
大
倉
薬
師
堂
像
が
霊
験
仏
と
し
て
信
仰

さ
れ
た
た
め
に
模
刻
像
が
作
ら
れ
た
と
す
る
瀨
谷
貴
之
氏
の
説（

（5
（

や
、
大
倉
薬
師

堂
は
北
条
氏
が
鎌
倉
に
建
立
し
た
最
初
の
寺
院
と
し
て
重
要
な
由
緒
を
有
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
た
十
二
神
将
像
が
以
後
の
造
像
に
影
響
を
与
え
た

と
す
る
塩
澤
寬
樹
氏
の
説（

（5
（

が
あ
る
。
新
た
な
政
治
文
化
の
中
心
地
と
な
っ
た
鎌

倉
で
、
従
来
の
規
範
と
は
別
に
、
鎌
倉
幕
府
有
力
者
の
北
条
氏
ゆ
か
り
の
十
二

神
将
像
の
図
像
が
特
別
な
意
味
を
伴
う
規
範
と
な
り
、
そ
の
周
辺
地
域
で
広
く

受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、
台
密
、
東
密
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像

集
で
十
二
神
将
の
多
彩
な
図
像
が
教
義
的
に
集
約
さ
れ
て
い
く
。台
密
で
は『
阿

娑
縛
抄
』（
十
三
世
紀
）
で
、『
浄
瑠
璃
浄
土
標
』
の
説
と
、『
妙
見
菩
薩
神
呪
経
』

に
基
づ
く
獣
頭
人
身
の
十
二
支
神
像
の
像
容
の
二
説
を
併
記
し
て
い
る（

（6
（

。
さ
ら

に
『
阿
娑
縛
抄
』
に
は

禾
云
。
凡
世
間
流
布
形
像
様
〻
也
。
或
頭
冠
上
各
戴
二
当
獣
一
。
或
各
乗
二

当
獣
一
。
有
二
一
眷
属
一
。
獣
頭
人
身
。
執
二
器
杖
一
。
或
踏
二
時
数
獣
一
。

謂
午
神
踏
二
九
馬
一
。
未
神
踏
二
八
羊
一
〔
已
下
准
レ
之
〕
也（

（6
（

。

と
あ
り
、
先
の
二
説
以
外
に
も
、
頭
上
に
十
二
支
獣
を
載
せ
る
も
の
や
時
の
数

の
獣
を
踏
む
も
の
な
ど
、
十
二
支
獣
を
伴
う
様
々
な
十
二
神
将
の
形
像
が
流
布

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

東
密
で
は
、
十
二
世
紀
の
『
図
像
集

（
（6
（

』
に
『
妙
見
菩
薩
神
呪
経
』
の
十
二
支

神
の
姿
が
十
二
神
将
像
の
形
像
と
し
て
引
用
さ
れ
、
以
後
、『
覚
禅
鈔

（
（6
（

』、
鎌
倉

時
代
後
期
の
『
白
宝
抄

（
（6
（

』
や
『
白
宝
口
鈔

（
（6
（

』
な
ど
に
は
多
様
な
十
二
神
将
の
像

容
が
説
か
れ
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
ら
に
説
か
れ
る
十
二
神
将
の
像
容
は
、
十
二
支
神

像
や
「
世
流
布
像
」、『
浄
瑠
璃
浄
土
標
』
に
よ
る
像
、
頭
上
に
十
二
支
を
載
せ

る
像
な
ど
、
多
様
な
姿
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
検
討
し
た
内
容
か
ら
、
そ
も
そ
も
薬
師
経
典
に
は
規
定
が
な
か
っ
た

十
二
神
将
の
像
容
に
関
し
て
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
実
際
の

造
像
や
信
仰
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
図
像
集
に
お
け
る
教
義
的
な
検
討
を
通
し

て
、
様
々
な
説
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
図
像
集
に
記
載

さ
れ
て
い
て
も
、
現
存
す
る
十
二
神
将
像
の
作
例
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ

り
、
必
ず
し
も
様
々
な
説
の
す
べ
て
が
実
際
の
造
像
と
結
び
つ
い
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
せ
よ
、そ
れ
ら
の
多
彩
な
図
像
は
、

こ
の
当
時
、
十
二
神
将
が
い
か
な
る
姿
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
図
像
集
に
示
さ

れ
る
十
二
神
将
の
図
像
が
、
そ
の
像
容
は
様
々
で
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
十
二

支
と
関
わ
る
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
十
二

神
将
の
姿
を
規
定
す
る
の
に
十
二
支
が
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ

こ
か
ら
も
分
か
る
。
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（
五
）
時
や
方
位
の
守
護
者
と
し
て
の
信
仰

　

十
二
神
将
と
十
二
支
獣
と
の
結
び
つ
き
が
確
固
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
十
二

神
将
に
は
さ
ら
に
重
要
な
性
格
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
が
、
十
二
獣
が
本
来
持
つ

十
二
の
時
と
方
位
に
関
わ
る
性
格
で
あ
る
。

　

ま
ず
時
に
関
わ
る
性
格
に
つ
い
て
、
先
述
の
と
お
り
十
二
神
将
と
十
二
支
獣

を
結
び
つ
け
た
教
義
上
の
典
拠
は
『
大
方
等
大
集
経
』
と
み
ら
れ
、
中
野
照
男

氏
は
、
こ
れ
に
よ
り
十
二
獣
が
も
つ
十
二
時
、
十
二
日
、
十
二
月
を
司
る
守
護

神
の
性
格
を
十
二
神
将
が
引
き
継
い
だ
と
指
摘
し
て
い
る
が（

（6
（

、
そ
の
後
の
日
本

に
お
け
る
経
緯
を
確
認
し
て
お
く
。

　

十
二
神
将
が
特
に
時
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、
興
然

（
一
一
二
〇
―
一
二
〇
三
）
の
『
四
巻
』
第
三
薬
師
法
に
は
、

十
二
神
将
非
二
眷
属
一
分
身
也
。
十
二
時
分
レ
形
守
護
給
也

（
（6
（

。

と
あ
る
。
十
二
神
将
は
薬
師
如
来
の
眷
属
で
は
な
く
分
身
で
あ
り
、
十
二
時
に

形
を
分
け
て
守
護
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
―
一
三
〇
四
）
の

『
薄
草
子
口
決
』
に
は

十
二
神
将
擁
二
護
十
二
時
一
之
夜
叉
也
。
頂
戴
二
十
二
時
獣（

（6
（

一
。

と
あ
る
。
奥
健
夫
氏
は
本
史
料
に
基
づ
き
、
十
二
神
将
の
十
二
時
の
守
護
神
と

し
て
の
性
格
を
強
調
し
た（

（7
（

。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
特
に
、
本
史
料
で
は

十
二
神
将
が
頭
上
に
載
せ
る
十
二
支
獣
が
「
十
二
時
の
獣
」
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
十
二
時
を
擁
護
す
る
十
二
神
将
の
働
き
と
結
び
つ
け

て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
『
白
宝
口
抄
』
巻
第

十
三
、
薬
師
法
第
二
に
は
、

即
此
十
二
神
将
又
為
レ
助
二
薬
師
十
二
大
願
一
。
仏
菩
薩
成
二
十
二
神
一
。

経
二
十
二
時
十
二
日
十
二
月
一
。
昼
夜
不
断
守
二
護
衆
生
一
也

（
（7
（

。

と
あ
る
。
十
二
神
将
は
、
薬
師
十
二
大
願
を
助
け
る
た
め
に
仏
菩
薩
が
変
じ
た

も
の
で
あ
り
、
十
二
の
時
、
十
二
の
日
、
十
二
の
月
を
経
て
、
昼
夜
不
断
に
衆

生
を
守
護
す
る
と
す
る
。

　

薬
師
如
来
を
供
養
す
る
者
を
護
る
こ
と
は
、
薬
師
経
典
が
説
く
十
二
神
将
の

基
本
的
な
役
割
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
た
よ
う
に
、
十
二
支
獣
と
結
び
つ
き
十

二
の
時
と
関
わ
る
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
十
二
神
将
は
仏
の
化

身
と
し
て
、
昼
夜
絶
え
ず
衆
生
を
守
護
す
る
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、『
別
尊
雑
記
』
に
引
用
さ
れ
る
薬
師
法
の
表
白
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

於
二
内
證
一
十
二
之
神
王
前
後
鎮
持
二
守
持
誦
四
衆
一
。
於
レ
外
現
二
八
万
夜

叉
一
。
又
随
二
各
将
一
毎
時
廻
二
千
界
有
情
一
領
二
利
益
一
毎
日
進
二
国
土（

（7
（

一
。
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平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

　

内
に
お
い
て
は
十
二
神
将
が
前
後
に
鎮
ま
り
、
薬
師
経
典
を
持
誦
す
る
四
衆

を
守
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
外
に
お
い
て
は
そ
の
眷
属
で
あ
る
八
万
の
夜
叉

を
現
す
。
ま
た
、
各
将
に
随
い
時
ご
と
に
大
千
世
界
の
有
情
を
め
ぐ
り
、
利
益

を
お
さ
め
て
毎
日
国
土
を
進
む
と
す
る
。
十
二
神
将
が
八
万
の
夜
叉
を
従
え
、

時
ご
と
に
衆
生
の
も
と
を
巡
る
と
い
う
、
法
会
の
中
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
の
壮
大
な
光
景
は
、
聴
聞
す
る
者
の
十
二
神
将
へ
の
期
待
を
一
層
高
め

た
に
違
い
な
い
。

　

次
に
、
方
位
に
関
わ
る
性
格
に
つ
い
て
、
十
二
支
が
そ
も
そ
も
方
位
と
も
関

わ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
十
二
神
将
も
ま
た
方
位
と

関
連
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
向
坂
卓
也
氏
に
よ
る

神
奈
川
・
称
名
寺
所
蔵
十
二
神
将
画
像
に
関
す
る
研
究
で
あ
る（

（7
（

。
本
図
は
十
二

神
将
の
各
像
を
十
二
幅
に
分
け
て
描
い
た
類
例
の
な
い
作
例
で
あ
る
。
向
坂
氏

は
、
本
図
の
表
現
に
は
季
節
の
循
環
や
方
位
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
本
図
が
称
名
寺
灌
頂
堂
に
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

当
初
か
ら
薬
師
如
来
像
を
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
史
料
か
ら
指
摘
し
、
本
図
が

方
位
の
守
護
神
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
論
じ
た
。
そ
も
そ
も
薬
師
如
来

を
信
仰
す
る
者
の
守
護
者
で
あ
り
、
そ
の
眷
属
と
し
て
表
現
さ
れ
て
き
た
十
二

神
将
は
、
こ
こ
に
至
り
、
薬
師
如
来
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
方
位
の
守
護
神
と
し

て
独
自
の
信
仰
を
得
る
ま
で
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
六
）
密
教
的
意
義
付
け

　

こ
こ
ま
で
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
十
二
神
将
の
図
像
や
、
時
や
方
位
の
守

護
者
と
し
て
の
性
格
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
主
に
密
教
の
図
像
集
や
事

相
書
に
よ
り
確
認
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
図
像
集
や
事
相
書
に
よ
り
言
及
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

金
子
啓
明
氏
は
、
十
二
世
紀
以
降
の
事
相
書
に
お
い
て
、
本
来
顕
教
の
尊
格

で
あ
る
十
二
神
将
が
密
教
事
相
家
の
手
に
よ
っ
て
改
め
て
意
義
付
け
ら
れ
、
密

教
的
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
『
覚
禅
鈔
』
巻

三
薬
師
法
の
項
に
「
十
二
神
将
事
」
の
一
章
が
設
け
ら
れ
、
本
縁
・
住
所
・
本

地
・
形
像
の
項
目
を
立
て
て
十
二
神
将
の
意
義
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
そ
の
所
説
は
『
阿
娑
縛
抄
』
等
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
述
べ
た（

（7
（

。

　

十
二
神
将
に
関
す
る
密
教
の
立
場
か
ら
の
意
義
付
け
は
、
他
に
も
様
々
に
認

め
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
行
林

（
（7
（

』、『
阿
娑
縛
抄

（
（7
（

』、『
白
宝
抄

（
（7
（

』、『
白
宝
口
鈔

（
（7
（

』
で

は
、
十
二
神
将
の
形
像
や
配
置
な
ど
実
際
の
造
像
に
も
関
わ
る
内
容
の
ほ
か
、

種
子
や
名
号
、
十
二
支
や
本
地
仏
と
の
対
応
関
係
、
住
所
な
ど
十
二
神
将
の
教

義
的
な
意
義
付
け
に
関
わ
る
事
項
、さ
ら
に
は
行
法
に
関
す
る
事
柄
な
ど
、様
々

な
項
目
に
よ
り
十
二
神
将
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
十
二
神
将

の
性
格
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
別
尊
雑
記
』、『
阿
娑
縛
抄
』、『
白
宝
抄
』
は
十
二
神
将
呪
の

効
能
と
し
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
次
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
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若
有
二
受
持
一
。能
抜
二
身
中
過
去
生
死
一
切
重
罪
一
。不
三
復
経
二
歴
三
塗
一
。

免
二
離
九
横
一
超
二
越
衆
苦
一
。
十
方
世
界
隨
處
安
楽
自
在
無
礙

（
（7
（

。

　

こ
れ
は
、
薬
師
琉
璃
光
仏
大
陀
羅
尼
呪
の
功
能
を
説
い
た
記
述
で
あ
る
。
こ

の
陀
羅
尼
に
十
二
神
将
の
名
が
列
挙
さ
れ
る
た
め
、
十
二
神
将
呪
と
も
理
解
さ

れ
た
よ
う
だ（

（8
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
呪
を
受
持
す
れ
ば
、
よ
く
身
中
の
過
去

の
生
死
の
一
切
の
重
罪
を
消
し
、
ま
た
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
の
三
悪
道
を
め
ぐ

る
こ
と
な
く
、
九
横
を
免
れ
、
あ
ら
ゆ
る
苦
を
超
越
し
、
十
方
世
界
の
至
る
所

で
心
身
に
苦
痛
が
な
く
（
安
楽
）、
束
縛
が
な
く
心
の
ま
ま
で
あ
り
（
自
在
）、

と
ら
わ
れ
が
な
く
自
由
自
在
で
あ
る
（
無
礙
）
と
い
う
。
先
述
の
と
お
り
薬
師

経
典
で
は
、
十
二
神
将
は
有
情
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
、
薬
師
経
典
を
流
布
し

薬
師
如
来
の
名
号
を
受
持
し
て
供
養
す
る
者
を
守
護
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
の

み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
で
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
が
説
く
陀
羅
尼

を
引
用
し
、十
二
神
将
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
る
効
能
が
よ
り
詳
細
に
示
さ
れ
、

十
二
神
将
の
衆
生
と
関
わ
る
役
割
に
つ
い
て
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
（
七
）
小
結

　

今
一
度
、
こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。

　

十
二
神
将
は
本
来
薬
師
経
典
に
は
そ
の
像
容
や
具
体
的
な
性
格
が
説
か
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
平
安
時
代
前
期
ま
で
は
独
立
し
た
造
像
例
は
わ
ず
か
で

あ
っ
た
。
平
安
時
代
後
期
に
独
立
像
と
し
て
の
造
像
例
が
増
え
た
こ
と
の
発
端

は
、
霊
験
薬
師
へ
の
信
仰
の
高
ま
り
に
求
め
ら
れ
る
。
古
来
の
由
緒
あ
る
薬
師

如
来
像
と
結
縁
し
、
そ
の
救
済
や
利
益
を
受
け
る
た
め
に
相
応
し
い
存
在
と
し

て
、
薬
師
如
来
の
信
仰
者
を
守
護
す
る
十
二
神
将
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。

　

十
二
神
将
が
注
目
さ
れ
、
造
像
例
が
増
加
す
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
平
安

時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
十
二
神
将
の
像
容
や
性
格
が
次
第
に
詳
し
く

規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。最
も
重
要
な
も
の
が
十
二
支
と
の
習
合
で
あ
り
、

日
本
に
お
い
て
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
両
者
の
結
び
つ
き
が
密
接
な
も
の
と
な

る
。
図
像
集
に
は
十
二
支
と
か
か
わ
る
様
々
な
図
像
が
収
録
さ
れ
た
。
実
際
の

十
二
神
将
像
に
も
十
二
支
の
標
幟
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は

十
二
支
獣
の
性
格
が
像
自
体
の
表
現
に
反
映
さ
れ
た
作
例
も
現
れ
る
な
ど
、
十

二
支
と
習
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
二
神
将
像
の
造
形
は
よ
り
豊
か
に
展
開
し

た
。
ま
た
十
二
支
と
の
習
合
に
よ
り
、
十
二
神
将
に
は
十
二
の
時
や
方
位
の
守

護
神
と
し
て
の
性
格
が
加
わ
り
、
昼
夜
絶
え
ず
衆
生
を
護
る
十
二
神
将
の
性
格

が
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
十
二
神
将
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
平
安
時
代
後

期
以
降
の
事
相
書
に
も
反
映
さ
れ
、
種
子
や
名
号
、
本
地
、
形
像
、
住
所
、
行

法
と
そ
の
効
能
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
整
理
さ
れ
、
十
二
神
将
の
教
義
上
の
意

義
付
け
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
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71

平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
明
通
寺
十
二
神
将
像
の
研
究
に
端
を
発
し
、
平
安
時
代
後
期
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
十
二
神
将
造
像
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
人
と
薬
師
を
つ
な
ぐ
十
二
神
将
の
性

格
が
改
め
て
注
目
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
独
立
し
た
彫
像
と
し
て
の
十
二
神
将

像
の
造
像
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
十
二
神
将
へ
の
教
義
的
な
理
解

が
深
め
ら
れ
、
薬
師
経
典
に
は
規
定
が
な
か
っ
た
像
容
や
性
格
が
詳
し
く
定
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
十
二
神
将
像
の
さ
ら
な
る
造
像
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
教
義
上
の
規
定
に
基
づ
く
造
像
に
は
制
約
が
伴
う
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
特
に
中
世
の
十
二
神
将
像
の
作
例
に
は
各
像
の
個
性
が
際
立
っ
た
、

豊
か
な
表
情
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
今
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ

て
き
た
十
二
神
将
の
諸
作
例
を
見
て
み
た
い
。
ど
の
像
も
、
生
動
感
の
あ
る
姿

や
感
情
を
露
わ
に
す
る
顔
つ
き
に
は
、
威
厳
の
あ
る
薬
師
如
来
像
と
は
対
照
的

な
親
し
み
や
す
さ
が
あ
る
。
頭
上
に
載
せ
た
動
物
が
、
こ
と
さ
ら
愛
ら
し
い
容

姿
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
そ
う
感
じ
さ
せ
る
一
因
で
あ
ろ
う
。
十

二
神
将
像
は
、な
ぜ
こ
の
よ
う
に
親
し
み
や
す
く
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

従
来
、
中
世
の
十
二
神
将
像
の
表
現
は
、
そ
の
時
代
の
仏
師
の
創
造
力
の
発

現
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（8
（

。
し
か
し
、
信
仰
対
象

と
し
て
作
ら
れ
た
以
上
、
そ
の
表
現
に
は
像
を
礼
拝
す
る
人
々
が
十
二
神
将
に

寄
せ
た
期
待
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
中
世
に
は
、
十
二
神
将
は
薬
師
如
来
と
衆
生
と
を
媒
介
し
、
絶
え
ず

衆
生
を
守
護
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
遠
い
浄
土
に
い
る
薬
師
如
来
と
は
対

照
的
に
、
十
二
神
将
は
衆
生
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
と
観
念
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
十
二
神
将
像
は
、
ど
の
寺
院
で
も
一
般
的
に
、
薬
師
如
来
像
の

周
囲
の
、
よ
り
礼
拝
者
に
近
い
位
置
に
安
置
さ
れ
る
。
様
々
な
表
情
や
身
振
り

を
み
せ
る
そ
の
姿
は
、
礼
拝
者
を
ひ
き
つ
け
、
薬
師
如
来
へ
の
よ
り
一
層
の
信

仰
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。
十
二
神
将
像
の
豊
か
な
表
現
に
は
、
中
世
の
人
が
十

二
神
将
に
寄
せ
た
期
待
や
親
近
感
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ

に
十
二
神
将
像
の
一
番
の
魅
力
が
あ
る
と
本
稿
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）	

濱
田
沙
矢
佳
「
福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
」、『
美
術
史
学
』

第
四
十
二
号
、
二
〇
二
一
年
。

（
2
）	

前
掲
注
1
拙
稿
、
四
十
九
頁
。

（
3
）	

十
二
神
将
像
作
例
の
確
認
は
、
次
の
文
献
を
基
本
資
料
と
し
て
行
っ
た
。

	

・�

久
野
健
編
『
仏
像
集
成
』
全
八
巻
、
学
生
社
、
一
九
八
六
―
一
九
九
七
年
。

	

・�

中
野
照
男
『
日
本
の
美
術　

第
三
八
一
号　

十
二
神
将
像
』、
至
文
堂
、

一
九
九
八
年
。

	
・�『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
一
―
十
六
、

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
―
二
〇
二
〇
年
。

	

　

�
併
せ
て
、
十
二
神
将
像
に
関
す
る
論
文
、
及
び
十
二
神
将
像
が
掲
載
さ
れ
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た
展
覧
会
図
録
等
も
参
照
し
た
。
適
宜
、表
1
の
備
考
欄
に
示
し
て
い
る
。

（
4
）	

亀
田
孜
「
図
像
と
し
て
見
た
薬
師
如
来
」（
十
三
頁
）、
小
島
章
見
「
薬
師
寺

金
堂
本
尊
台
座
に
つ
き
て
」（
十
八
頁
）、
い
ず
れ
も
『
日
本
美
術
工
芸
』
第

六
〇
号
（
通
巻
第
一
一
四
号
）
所
収
、
一
九
四
八
年
。
長
岡
龍
作
『
日
本
の

仏
像
』、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
〇
―
一
四
二
頁
。

（
5
）	「
別
尊
要
記
第
四
〔
心
覚
〕
云
、
金
堂
中
尊
薬
師
〔
丈
六
〕、
光
上
七
仏
薬
師

〔
三
尺
〕、
下
十
二
神
将
〔
三
尺
〕、
脇
士
日
光
月
光
〔
八
尺
云
ゝ
〕、（
中
略
）

或
記
云
、
薬
師
〔
右
施
無
畏
屈
火
、
左
仰
掌
屈
火
水
〕、
光
七
仏
同
中
尊
印
、

下
十
二
神
将
二
体
ツ
ヽ
並
左
右
、各
三
所
付
之
〔
云
ゝ
〕」（
藤
田
經
世
編
『
校

刊
美
術
史
料　

寺
院
篇　

中
巻
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
五
年
、

一
九
九
九
年
再
版
、
三
八
八
頁
。〔　

〕
内
は
注
、
以
下
同
じ
）。

	

東
寺
金
堂
像
台
座
の
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
根
立
研
介
「
薬
師
如
来
及
両
脇
侍
像
」
解
説
、
東
寺
創
建
一
千
二
百

年
記
念
出
版
編
纂
委
員
会
編
『
東
寺
の
歴
史
と
美
術　

新
東
宝
記
』、
東
京

美
術
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
二
頁
、
一
〇
六
頁
。
同
「
金
堂
薬
師
如
来
像
の

台
座
に
取
り
付
け
ら
れ
た
十
二
神
将
像

―
桃
山
彫
刻
の
隠
れ
た
名
作
に
光

を
あ
て
る

―
」、
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
宝
物
館
編
集
・
発
行
『
修
理
完

成
記
念　

東
寺
の
十
二
神
将
像

―
モ
デ
リ
ン
グ
の
妙

―
』、
一
九
九
八

年
初
版
、
二
〇
〇
七
年
三
版
、
六
十
五
―
六
十
六
頁
。

（
6
）	

伊
東
史
朗
「
仁
和
寺
旧
北
院
本
尊
薬
師
如
来
檀
像
に
つ
い
て
」、『
仏
教
芸
術
』

一
七
七
、
一
九
八
八
年
、
十
一
―
十
五
頁
。

（
7
）	

井
上
一
稔
「
勝
持
寺
薬
師
如
来
檀
像
に
つ
い
て
（
下
）」、『
博
物
館
学
年
報
』

第
四
十
七
号
、
二
〇
一
六
年
、
五
十
四
頁
。

（
8
）	「
天
陰
不
降
雨
、
今
晩
入
道
殿
率
二
関
白
殿
、
幷
内
府
、
可
レ
然
上
達
部
、
殿

上
人
、
諸
大
夫
等
一
、
令
二
登
山
一
給
、
是
明
日
供
二
養
御
願
造
立
十
二
神
誠
一

〔
講
師
権
少
僧
都
永
昭
、
件
人
興
福
寺
僧
也
〕」（『
左
経
記
』
治
安
二
年
十
一

月
二
十
三
日
、『
増
補
史
料
大
成
』
六
、
一
二
八
―
一
二
九
頁
）

（
9
）	「
日
光
菩
薩
像
一
軀
。〔
立
高
五
尺
。
金
色
。
永
承
三
年
。
宇
治
関
白
左
大
臣

頼
通
所
二
造
立
一
也
。〕

	

月
光
菩
薩
像
一
軀
。〔
同
上
。〕」（『
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
釈
家
部
、
五

七
〇
頁
）

（
10
）	「
日
光
月
光
像
。〔
竝
立
高
五
尺
。
金
色
。〕

	

願
主
関
白
左
大
臣
頼
通
。〔
永
承
三
年
。〕」（『
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
釈

家
部
、
五
一
〇
頁
）

（
11
）	「
日
光
月
光
菩
薩
像
各
一
軀
。〔
竝
立
高
五
尺
。〕

	

件
像
者
。
撿
挍
関
白
〔
頼
通
。
宇
治
殿
。〕
所
二
造
立
一
也
。
永
承
七
年
十
二

月
廿
三
日
開
眼
供
養
。
導
師
座
主
源
心
西
明
房
。」（『
群
書
類
従
』
第
二
十

四
輯
釈
家
部
、
四
六
九
頁
）

（
12
）	「
同
七
年
〔
壬
辰
〕
十
二
月
廿
三
日
撿
挍
関
白
奉
レ
造
二
日
光
月
光
二
菩
薩

像
一
安
二
置
根
本
中
堂
一
令
三
和
尚
開
二
眼
之
一
」（『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下

補
任
部
、
五
八
六
頁
）

（
13
）	

井
上
大
樹
「
平
安
時
代
中
・
後
期
に
お
け
る
薬
師
如
来
信
仰
と
そ
の
造
像
に

関
す
る
研
究
」、『
鹿
島
美
術
研
究
（
年
報
第
二
十
五
号
別
冊
）』、
二
〇
〇
八

年
、
二
五
五
―
二
五
六
頁
。

（
14
）	「
五
日
庚
寅
。
東
西
京
貴
賤
挙
首
参
二
広
隆
寺
一
。
人
云
。
寅
年
五
月
五
日
庚

寅
日
。
薬
師
如
来
奉
三
安
二
置
此
堂
一
之
故
也
。」（『
日
本
紀
略
』
後
編
十
二
、

三
条
天
皇
長
和
三
年
五
月
。『
国
史
大
系
』
第
五
巻
、
一
九
一
五
頁
）

（
15
）	「
日
光
菩
薩
。
月
光
菩
薩
。
十
二
神
将
像
。

	

此
諸
尊
者
。　

後
冷
泉
院
御
宇
康
平
七
年
〔
甲
辰
〕。
丹
後
守
藤
原
資
良
。

依
レ
成
レ
願
造
焉
供
二
養
諸
尊
一
。
導
師
法
性
寺
座
主
仁
暹
大
僧
都
。
造
二
諸
尊

像
一
仏
工
長
成
法
橋
也
。此
菩
薩
十
二
神
将
。霊
験
奇
特
不
可
思
議
也
。」（『
群

書
類
従
』
第
二
十
四
輯
釈
家
部
、
一
九
一
頁
）
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73

平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

（
16
）	

前
掲
注
13
、
井
上
氏
論
文
、
二
五
三
―
二
五
六
頁
。

（
17
）	

武
笠
朗
「
長
勢
作　

十
二
神
将
立
像
」、『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
国
宝
〇

一
五　

京
都
広
隆
寺
』、朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
、一
四
七
―
一
四
八
頁
。

同
「
仏
師
長
勢

―
円
派
仏
師
研
究
（
一
）

―
」、『
実
践
女
子
大
学
美
学

美
術
史
学
』
第
三
十
四
号
、
二
〇
二
〇
年
、
二
十
五
―
二
十
六
頁
。

（
18
）	

松
浦
正
昭
「
十
二
神
将
立
像
」、
松
島
健
監
修
・
長
岡
龍
作
責
任
編
集
『
極

美
の
国
宝
仏　

国
宝　

広
隆
寺
の
仏
像
（
下
巻
）
第
九
冊　

解
説
』、
同
朋

舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
二
年
、
四
十
三
頁
。

（
19
）	

次
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

	

・�

向
坂
卓
也
「
コ
ラ
ム　

城
ヶ
島
薬
師
堂
と
見
桃
寺
の
十
二
神
将
像
」、
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展　

十
二
神
将

―
守
護
神
集
結

―
』、

同
館
、
二
〇
〇
四
年
、
十
五
頁
。

	

・�

山
口
隆
介「
十
四　

十
二
神
将
立
像　

二
軀（
十
二
軀
の
う
ち
）　

宝
城
坊
」

作
品
解
説
、
鎌
倉
国
宝
館
編
『
旧
辻
薬
師
堂
諸
像
修
理
完
成
記
念　

特
別

展　

薬
師
如
来
と
十
二
神
将
～
い
や
し
の
み
ほ
と
け
た
ち
～
』、
同
館
、

二
〇
一
〇
年
、
一
〇
八
頁
。

	

・�

濱
名
徳
順
「
富
津
市
東
明
寺
十
二
神
将
像
と
北
条
義
時
の
戌
神
霊
験
譚
」、

『
ア
ジ
ア
民
族
造
形
学
会
誌
』
第
十
八
号
、
二
〇
二
二
年
、
三
十
七
頁
の

注
四
十
三
。

（
20
）	

前
掲
注
19
、
濱
名
氏
論
文
、
三
十
七
頁
。

（
21
）	

深
沢
麻
亜
沙
「
浄
瑠
璃
寺
薬
師
如
来
像
と
平
安
後
期
の
南
山
城
の
宗
教
空

間
」、『
美
術
史
学
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
、
八
十
一
頁
。

（
22
）	

藤
岡
穣
「
解
脱
房
貞
慶
と
興
福
寺
の
鎌
倉
復
興
」、『
学
叢
』
第
二
十
四
号
、

二
〇
〇
二
年
、
十
六
頁
。
瀨
谷
貴
之
「
二　

重
文　

十
二
神
将
像
の
う
ち　

二
軀　

鎌
倉
時
代　

東
京
国
立
博
物
館
」
作
品
解
説
、
前
掲
注
19
、
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
図
録
、
五
十
一
頁
。

（
23
）	

冨
島
義
幸
「
浄
瑠
璃
寺
伽
藍
再
考
」、『
仏
教
芸
術
』
三
一
八
、
二
〇
一
一
年
、

十
六
―
十
九
頁
。

（
24
）	

霊
山
寺
に
つ
い
て
は
左
記
の
文
献
を
参
照
し
た
。

	

・�

井
上
正
「
一
七　

薬
師
如
来
及
両
脇
侍
像　

霊
山
寺
」、
丸
尾
彰
三
郎
・

毛
利
久
・
西
川
新
次
・
井
上
正
・
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資

料
集
成　

平
安
時
代　

造
像
銘
記
篇
』
第
二
巻
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
六
七
年
。

	

・�

田
辺
聖
子
・
東
山
圓
教
『
古
寺
巡
礼
奈
良
十
二　

霊
山
寺
』、
淡
交
社
、

一
九
七
九
年
。

	

・�

難
波
田
徹
『
日
本
の
美
術　

第
二
八
四
号　

鏡
像
と
懸
仏
』、
至
文
堂
、

一
九
九
〇
年
、
七
十
五
―
七
十
八
頁
。

	

・�

奥
健
夫
「
一
三
八　

薬
師
如
来
及
両
脇
侍
像　

霊
山
寺
」、「
一
四
〇　

十

二
神
将
立
像　

霊
山
寺
」
作
品
解
説
、
久
野
健
編
『
仏
像
集
成
5　

日
本

の
仏
像
〈
奈
良
Ⅰ
〉』、
学
生
社
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
、

二
一
二
―
二
一
三
頁
。

	

・�

上
野
勝
久
「
二
〇
五　

霊
山
寺
本
堂
」
作
品
解
説
、山
本
勉
責
任
編
集
『
日

本
美
術
全
集
第
7
巻　

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
Ⅰ　

運
慶
・
快
慶
と
中
世
寺

院
』、
小
学
館
、
二
〇
一
三
年
、
二
六
七
頁
。

（
25
）	

前
掲
注
24
、
奥
氏
作
品
解
説
。
同
注
、
田
辺
・
東
山
氏
著
書
所
収
の
「
霊
山

寺
の
歴
史
と
信
仰
」（
東
山
氏
執
筆
、
八
十
五
頁
）
及
び
「
十
二
神
将
立
像
」

作
品
解
説
（
一
三
二
頁
）
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
本
堂
建
立
時
の
制
作
と
述

べ
て
い
る
。

（
26
）	

浅
見
龍
介
「
曹
源
寺
蔵　

十
二
神
将
像
」、『
国
華
』
第
一
二
八
七
号
、
二
〇

〇
三
年
、
三
十
九
―
四
十
頁
。

（
27
）	
奥
健
夫
「
曹
源
寺
十
二
神
将
像
小
考
」、『
M
U
S
E
U
M
』
第
六
六
八
号
、

二
〇
一
七
年
、
八
十
九
―
九
十
一
頁
。
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（
28
）	

該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。

	
「
爾
の
時
、
衆
中
に
十
二
薬
叉
大
将
有
り
て
、
倶
に
会
坐
に
在
り
。
所
謂
る
、

	
　
　

宮
毘
羅
大
将　

伐
折
羅
大
将

	

　
　

迷
企
羅
大
将　

安
底
羅
大
将

	

　
　

頞
儞
羅
大
将　

珊
底
羅
大
将

	

　
　

因
達
羅
大
将　

波
夷
羅
大
将

	

　
　

摩
虎
羅
大
将　

真
達
羅
大
将

	

　
　

招
杜
羅
大
将　

毘
羯
羅
大
将

	

　

此
の
十
二
薬
叉
大
将
に
は
一
一
に
各
七
千
の
薬
叉
有
り
て
、
以
て
眷
属
と

為
す
。
同
時
に
声
を
挙
げ
て
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、

	

「
世
尊
よ
、
我
れ
等
、
今
仏
の
威
力
を
蒙
り
、
世
尊
、
薬
師
琉
璃
光
如
来
の

名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
た
り
。
復
た
更
に
悪
趣
の
怖
れ
有
ら
ず
。
我
れ
等
、

相
い
率
い
て
皆
な
同
じ
く
心
を
一
つ
に
し
、乃
至
尽
形
ま
で
仏
法
僧
に
帰
し
、

誓
い
て
当
に
一
切
の
有
情
を
荷
負
し
、
為
に
義
利
・
饒
益
・
安
楽
を
作
す
べ

し
。
何
等
の
村
城
国
邑
、
空
閑
の
林
中
に
も
随
い
、
若
し
此
の
経
を
流
布
し
、

或
い
は
復
た
薬
師
琉
璃
光
如
来
の
名
号
を
受
持
し
て
恭
敬
・
供
養
す
る
者
有

ら
ば
、
我
れ
等
眷
属
、
是
の
人
を
衛
護
し
て
、
皆
な
一
切
の
苦
難
を
解
脱
せ

し
め
ん
。
諸
有
る
願
求
を
し
て
悉
く
満
足
せ
し
め
ん
。
或
い
は
疾
厄
よ
り
度

脱
す
る
を
求
む
る
者
有
ら
ば
、
亦
た
応
に
此
の
経
を
読
誦
し
、
五
色
の
縷
を

以
て
我
が
名
字
を
結
び
、
願
の
如
く
な
る
こ
と
を
得
已
り
て
、
然
し
て
後
に

結
び
を
解
く
べ
し
」
と
。」

	

以
上
は
由
木
義
文
・
箕
輪
顕
量
・
西
本
照
真
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経　

七　

浄
土
部
三
』、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
四
―
一
八
五
頁
に
よ
る
。

原
典
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
四
、
四
〇
八
頁
ａ
―
ｂ
。

（
29
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
三
十
八
―
四
十
二
頁
。

（
30
）	

鄧
健
吾
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
二
〇
窟
試
論
」、『
仏
教
芸
術
』
一
三
三
、
一
九

八
〇
年
、
二
十
三
―
二
十
五
頁
。
前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
三
十
九
頁
。

た
だ
し
剥
落
が
多
い
た
め
、
す
べ
て
が
十
二
支
獣
に
対
応
す
る
か
ど
う
か
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
31
）	

李
鎭
榮
「
統
一
新
羅
時
代
の
十
二
神
将
像

―
韓
国
と
日
本
の
十
二
神
将
像

の
比
較
研
究
の
一
環
と
し
て

―
」、『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

三
十
四
、二
〇
一
二
年
。同「
統
一
新
羅
の
十
二
神
将
に
関
す
る
考
察
」、『
フ
ィ

ロ
カ
リ
ア
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
32
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
二
十
七
頁
。
川
瀬
由
照
『
日
本
の
美
術　

第
五

一
八
号　

十
二
支

―
時
と
方
位
の
意
匠
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
九
年
、

四
十
一
頁
。

（
33
）	「
右
十
二
神
将
頭
光
。
皆
八
輻
輪
。
共
无
二
本
形
一
〔
矣
〕。」（『
群
書
類
従
』

第
二
十
四
輯
釈
家
部
、
五
八
三
頁
）

（
34
）	

内
藤
藤
一
郎
『
日
本
仏
教
図
像
史　

上
巻　

薬
師
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
』、

東
方
書
院
、
一
九
三
二
年
、
九
十
五
頁
。
前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
十
九

―
二
十
頁
。

	

『
覚
禅
鈔
』
は
「
薬
師
法
」
の
う
ち
「
十
二
神
将
事
」
の
「
住
所
」
の
項
（『
大

日
本
仏
教
全
書
』
五
十
三
、
三
十
一
頁
ａ
―
ｂ
）、『
阿
娑
縛
抄
』
は
「
薬
師
」

の
う
ち
「
十
二
神
将
」
の
「
十
二
神
将
本
所
居
」
の
項
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』

五
十
七
、
三
二
二
頁
ａ
―
ｂ
）
で
『
大
方
等
大
集
経
』
を
引
用
し
、
十
二
獣

と
十
二
神
将
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
は

鈴
木
学
術
財
団
編
集
刊
行
本
に
よ
る
（
以
下
同
じ
）。

（
35
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
三
、
一
六
七
頁
ｂ
―
一
六
八
頁
ａ
。

（
36
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
二
十
七
頁
。
前
掲
注
32
、
川
瀬
氏
著
書
、
十
八

―
十
九
頁
。

（
37
）	
錦
織
亮
介
「
玄
證
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考
」、『
哲
学
年
報
』
三
十
二
、
九

州
大
学
文
学
部
、
一
九
七
三
年
、
四
十
六
頁
。
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75

平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

（
38
）	

前
掲
注
34
、
内
藤
氏
著
書
、
八
十
五
頁
。

（
39
）	

前
掲
注
37
、
錦
織
氏
論
文
、
四
十
四
頁
。

（
40
）	
中
野
照
男
氏
に
よ
る
と
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
二
十
八
部
衆
并
十
二

神
将
図
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
七
所
収
）
の
十
二
神
将
図
が
『
浄
瑠

璃
浄
土
標
』
に
基
づ
く
唯
一
の
作
例
と
考
え
ら
れ
る
が
、
獣
座
に
乗
ら
ず
、

立
像
で
額
に
十
二
支
を
い
た
だ
く
姿
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
前
掲
注

3
、
中
野
氏
著
書
、
二
十
一
―
二
十
二
頁
。

（
41
）	

浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
像
や
室
生
寺
像
が
代
表
的
な
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
次

の
論
考
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
山
本
勉
・
浅
見
龍
介
「
室
生
寺
金
堂
十
二
神

将
像
考
」、『
M
U
S
E
U
M
』
第
五
七
一
号
、
二
〇
〇
一
年
、
六
十
六
―
六

十
八
頁
。

（
42
）	

以
下
、
十
二
神
将
の
形
像
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
内
藤
藤
一

郎
氏
、
錦
織
亮
介
氏
、
中
野
照
男
氏
な
ど
の
研
究
を
参
照
し
た
。

（
43
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
六
十
八
―
六
十
九
頁
。

（
44
）	

野
間
清
六
「
長
勢
作　

十
二
神
将
像
」、『
国
華
』
第
八
七
四
号
、
一
九
六
五

年
、
二
十
七
頁
。
前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
六
十
九
頁
。
武
笠
朗
「
兵
庫
・

東
山
寺
蔵
石
清
水
護
国
寺
旧
在
の
大
江
匡
房
奉
納
真
快
作
十
二
神
将
像
」、

『
仏
教
芸
術
』
二
〇
三
、
一
九
九
二
年
、
八
十
一
頁
。

（
45
）	

上
杉
孝
良
「
曹
源
寺
木
造
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
」、『
三
浦
古
文
化
』
四
十

七
号
、
一
九
九
〇
年
、
二
十
一
―
二
十
二
頁
。

（
46
）	

定
智
本
図
像
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
照
し
た
。

	

前
掲
注
37
、
錦
織
氏
論
文
、
四
十
七
―
五
十
二
頁
。
山
本
勉
「
宝
城
坊
本
堂

十
二
神
将
像
考
」、『
M
U
S
E
U
M
』
第
五
九
四
号
、
二
〇
〇
五
年
、
五
十

一
―
五
十
六
頁
。

（
47
）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
三
、
三
十
二
頁
ｃ
。

（
48
）	

前
掲
注
37
、
錦
織
氏
論
文
、
四
十
九
頁
。

（
49
）	

前
掲
注
6
、
伊
東
氏
論
文
、
十
九
頁
。

（
50
）	

前
掲
注
37
、
錦
織
氏
論
文
、
四
十
九
―
五
十
頁
。

（
51
）	

前
掲
注
6
、
伊
東
氏
論
文
、
十
九
頁
。

（
52
）	

前
掲
注
32
、
川
瀬
氏
著
書
、
四
十
三
頁
。

（
53
）	「
定
智
本
」
及
び
「
世
流
布
像
」
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文

を
参
照
し
た
。

	

前
掲
注
37
、
錦
織
氏
論
文
、
四
十
七
―
五
十
三
頁
。
林
温
「
桜
池
院
蔵
薬
師

十
二
神
将
像
と
薬
師
如
来
画
像
―
南
都
仏
画
考
二
―
」、『
仏
教
芸
術
』
二
〇

三
、
一
九
九
二
年
、
二
十
三
―
二
十
五
頁
、
三
十
二
―
三
十
六
頁
。

（
54
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
六
十
六
―
七
十
頁
。

（
55
）	

例
え
ば
奥
健
夫
氏
は
、
曹
源
寺
像
の
巳
神
と
戌
神
の
図
像
の
祖
型
が
、
新
薬

師
寺
像
の
摩
虎
羅
、
招
杜
羅
に
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
前
掲
注
27
、
奥
氏
論
文
、
八
十
七
頁
。

（
56
）	

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
論
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
注
41
、
山
本

氏
・
浅
見
氏
論
文
、
六
十
六
頁
。

	

山
口
隆
介
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
十
二
神
将
造
像
と
図
像
」、
藤
岡
穣
研
究
代

表
者
・
責
任
編
集
『
平
成
十
八
年
度
―
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究（
C
））研
究
成
果
報
告
書　

仏
教
美
術
に
お
け
る
絵
画
と
彫
刻
』、

二
〇
〇
九
年
。

（
57
）	

瀨
谷
貴
之
「
鎌
倉
の
霊
験
仏
信
仰
」、
加
須
屋
誠
編
『
図
像
解
釈
学

―
権

力
と
他
者
〈
仏
教
美
術
論
集
4
〉』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
、
三
八
二
―
三

八
四
頁
。
同
「
総
論　

運
慶　

鎌
倉
幕
府
と
霊
験
伝
説

―
近
年
の
新
知
見

を
中
心
に

―
」、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展　

運
慶　

鎌
倉
幕

府
と
霊
験
伝
説
』、
同
館
、
二
〇
一
八
年
、
十
一
頁
。

（
58
）	
前
掲
注
57
、
瀨
谷
氏
論
文
（
二
〇
一
三
年
）、
三
八
四
頁
。
同
注
57
、
瀨
谷

氏
論
文
（
二
〇
一
八
年
）、
十
一
頁
。
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

76

（
59
）	

塩
澤
寬
樹
「
運
慶
の
実
像
と
現
代
「
運
慶
像
」」、
長
岡
龍
作
編
『
機
能
論

―
つ
く
る
・
つ
か
う
・
つ
た
え
る
〈
仏
教
美
術
論
集
5
〉』
竹
林
舎
、
二

〇
一
四
年
、
二
八
八
頁
。
同
『
大
仏
師
運
慶　

工
房
と
発
願
主
そ
し
て
「
写

実
」
と
は
』、
講
談
社
、
二
〇
二
〇
年
、
二
三
八
頁
。

（
60
）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
七
、
三
二
二
頁
ｂ
―
三
二
三
頁
ｂ
。

（
61
）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
七
、
三
二
三
頁
ｂ
。

（
62
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
四
、
三
〇
六
頁
ｂ
―
ｃ
。

（
63
）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
三
、
三
十
二
頁
ｃ
。

（
64
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
十
、
五
八
九
頁
ａ
―
五
九
〇
頁
ａ
。

（
65
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
六
、
四
〇
〇
頁
ａ
―
ｃ
。

（
66
）	

詳
細
は
各
史
料
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
（
二
十
一

―
二
十
六
頁
）
に
、
主
な
図
像
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
十
二
神
将
の
像
容
が

整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
67
）	

前
掲
注
3
、
中
野
氏
著
書
、
二
十
頁
。

（
68
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
十
八
、
八
〇
三
頁
ｃ
。
な
お
金
子
啓
明
氏
は
、
十

二
神
将
を
密
教
の
分
身
論
に
基
づ
き
解
釈
し
た
例
と
し
て
本
史
料
を
取
り
上

げ
た
。
金
子
啓
明
「
伝
浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
の
十
二
神
将
像
に
つ
い
て

―
そ
の

図
像
と
造
形
表
現
を
中
心
に

―
」、『
M
U
S
E
U
M
』
第
三
五
九
号
、
一

九
八
一
年
、
十
四
頁
。

（
69
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
十
九
、
一
七
九
頁
ｃ
。

（
70
）	

前
掲
注
27
、
奥
氏
論
文
、
八
十
九
頁
。

（
71
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
六
、
四
〇
一
頁
ｃ
。

（
72
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
三
、
九
十
三
頁
ａ
。

（
73
）	

向
坂
卓
也
「
総
説
」、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展　

十
二
神
将　

修
理
完
成
記
念
特
別
公
開
』、
同
館
、
二
〇
一
八
年
。

（
74
）	

前
掲
注
68
、
金
子
氏
論
文
、
十
四
―
十
六
頁
。

（
75
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
十
六
、
二
十
二
頁
ａ
―
二
十
三
頁
ａ
。

（
76
）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
七
、
三
二
二
頁
ａ
―
三
二
四
頁
ａ
。

（
77
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
十
、
五
八
八
頁
ｃ
―
五
九
〇
頁
ａ
。

（
78
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
六
、
三
九
九
頁
ａ
―
四
〇
二
頁
ｂ
。

（
79
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
八
、
七
九
九
頁
ｂ
―
ｃ
。

	

『
別
尊
雑
記
』、『
阿
娑
縛
抄
』、『
白
宝
抄
』
に
お
け
る
引
用
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

	

・�『
別
尊
雑
記
』
薬
師
、
成
蓮
房
説
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
三
、
二
十

九
頁
ａ
）

	

・�『
阿
娑
縛
抄
』
薬
師
、功
能
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
十
七
、三
三
〇
頁
ｃ
）

	

・�『
白
宝
抄
』
薬
師
法
雑
集
下
、十
二
神
将
事
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
』
十
、

五
九
〇
頁
ａ
）

（
80
）	『
阿
娑
縛
抄
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

	

「
右
集
経
薬
師
瑠
璃
光
仏
大
陀
羅
尼
也
。（
中
略
）
世
号
二
十
二
神
将
呪
一
。

是
則
薬
師
真
言
帰
命
中
加
二
十
二
神
将
一
也
。〔
云
々
〕」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』

五
十
七
、
三
二
六
頁
ｃ
）

（
81
）	

例
え
ば
、
前
掲
注
19
濱
名
氏
論
文
、
前
掲
注
68
金
子
氏
論
文
な
ど
。

【
図
版
出
典
】

図
1　

水
野
敬
三
郎
監
修
『
カ
ラ
ー
版　

日
本
仏
像
史
』（
美
術
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
）。

図
2
、
3　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
檀
像　

白
檀
仏
か
ら
日
本
の
木
彫
仏
へ
』（
同

館
、
一
九
九
一
年
）。

図
4　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
（https://colbase.nich.

go.jp/collection_item
s/tnm

/C-1852?locale=ja#&
gid=null&

pid=1

）
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図
5　

霊
山
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.ryosenji.jp/eventD

etail24.
htm

l

）

図
6　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展　

運
慶　

鎌
倉
幕
府
と
霊
験
伝
説
』

（
同
館
、
二
〇
一
八
年
）。

【
付
記
】

　

図
版
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
像
の
御
所
蔵
者
の
皆
様
よ
り
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図2　薬師如来坐像　京都・仁和寺 図1　�薬師如来坐像　�
京都・東寺（教王護国寺）金堂
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図6　�十二神将立像　巳神像　�
神奈川・曹源寺

図5　�薬師三尊像・十二神将立像安置状況　�
奈良・霊山寺

図4　�十二神将立像　巳神像　�
東京国立博物館（京都・浄瑠璃寺旧蔵）

図3　薬師如来坐像　京都・勝持寺
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造
像

表
1　
鎌
倉
時
代
ま
で
の
十
二
神
将
像
作
例

所
在

地
・

所
有

者
所

在
地

十
二

神
将

像
の

年
代

十
二

神
将

像
の

形
式

頭
上

の
十

二
支

の
有

無
薬

師
如

来
像

の
年

代
参

考
文

献
・

備
考

薬
師

寺
奈

良
飛

鳥
～

奈
良

時
代

（
7

世
紀

末
～

8
世

紀
前

半
）

台
座

に
浮

彫
り

無
飛

鳥
～

奈
良

時
代

（
7

世
紀

末
～

8
世

紀
前

半
）

台
座

に
表

さ
れ

る
12

体
の

異
形

像
が

十
二

神
将

で
あ

る
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
長

岡
龍

作
『

日
本

の
仏

像
』（

中
央

公
論

新
社

、
2009

年
）

ほ
か

。

新
薬

師
寺

奈
良

奈
良

時
代

（
8

世
紀

）
彫

像
（

独
立

）
無

奈
良

～
平

安
時

代
（

8
世

紀
）

十
二

神
将

像
は

岩
淵

寺
か

ら
の

移
座

。
薬

師
如

来
像

と
当

初
か

ら
の

一
具

で
は

な
い

。
鶏

足
寺

滋
賀

奈
良

時
代

（
8

世
紀

）
彫

像
（

独
立

）
無

奈
良

時
代

（
8

世
紀

）
3

軀
の

み
現

存
。

東
寺

金
堂

京
都

平
安

時
代

（
延

暦
15

年
〔

796〕）
台

座
腰

部
周

辺
に

配
し

た
か

。
無

平
安

時
代

（
延

暦
15

年
〔

796〕）
当

初
像

は
現

存
せ

ず
。『

東
宝

記
』

に
よ

る
。

川
原

寺
（

弘
福

寺
）

奈
良

奈
良

～
平

安
時

代
（

8
世

紀
末

～
9

世
紀

後
半

）
彫

像
（

独
立

）
無

不
明

当
初

像
10

軀
。

制
作

年
代

は
先

行
研

究
に

よ
り

諸
説

あ
る

。
8

世
紀

末
ご

ろ
：

大
河

内
智

之
「

奈
良

大
学

文
化

財
学

講
座

　
美

術
資

料
か

ら
見

る
地

域
史

　
⑦

川
原

寺
の

十
二

神
将

像
が

語
る

歴
史

」、『
月

刊
大

和
路

な
ら

ら
』

第
26

巻
第

8
号

通
巻

299
号

、
2023

年
。

平
安

前
期

：
鈴

木
喜

博
「

飛
鳥

お
よ

び
明

日
香

の
仏

像
―

「
大

飛
鳥

展
」

に
よ

せ
て

―
」、

同
「

51
十

二
神

将
立

像
」

作
品

解
説

、
奈

良
県

立
万

葉
文

化
館

編
集

・
発

行
『

開
館

十
周

年
記

念
特

別
展

　
大

飛
鳥

展
』、

2011
年

。

勝
持

寺
京

都
平

安
時

代
（

9
世

紀
）

光
背

に
浮

彫
無

平
安

時
代

（
9

世
紀

）
光

背
に

七
仏

と
と

も
に

浮
彫

り
。

井
上

一
稔

「
勝

持
寺

薬
師

如
来

檀
像

に
つ

い
て

（
下

）」、
同

志
社

大
学

博
物

館
学

芸
員

課
程

編
『

博
物

館
学

年
報

』
47、

2016
年

。

比
叡

山
根

本
中

堂
滋

賀
平

安
時

代
（

治
安

2
年

〔
1022〕）

彫
像

（
独

立
）

無
奈

良
時

代
（

延
暦

7
年

〔
788〕）

現
存

せ
ず

。
日

光
・

月
光

菩
薩

像
は

永
承

7
年

（
1052）

頃
供

養
。『

左
経

記
』、『

山
門

堂
舎

記
』、『

天
台

座
主

記
』、『

叡
岳

要
記

』
に

よ
る

。
広

隆
寺

京
都

平
安

時
代

（
康

平
7

年
〔

1064〕）
彫

像
（

独
立

）
無

平
安

時
代

（
延

暦
17

年
〔

798〕）
長

勢
作

。『
広

隆
寺

来
由

記
』

に
よ

る
。

霊
山

寺
奈

良
平

安
時

代
（

治
暦

2
年

〔
1066〕）

光
背

に
彩

画
（

彫
像

の
日

光
・

月
光

菩
薩

像
の

板
光

背
に

あ
ら

わ
す

）
無

平
安

時
代

（
治

暦
2

年
〔

1066〕）
奥

健
夫

「
138　

薬
師

如
来

及
両

脇
侍

像
　

霊
山

寺
」、「

140　
十

二
神

将
立

像
　

霊
山

寺
」

作
品

解
説

（『
仏

像
集

成
5』）。

東
山

寺
兵

庫
平

安
時

代
（

承
徳

2
年

〔
1098〕）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
（

9
世

紀
）

旧
石

清
水

護
国

寺
伝

来
。

武
笠

朗
「

兵
庫

・
東

山
寺

蔵
石

清
水

護
国

寺
旧

在
の

大
江

匡
房

奉
納

真
快

作
十

二
神

将
像

」、『
仏

教
芸

術
』

203、
1992

年
。

興
福

寺
奈

良
平

安
時

代
（

11
世

紀
）

板
彫

り
（

当
初

は
台

座
に

配
さ

れ
た

か
）

無
不

明
薬

師
如

来
像

の
台

座
の

周
囲

に
配

さ
れ

た
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
る

。倉
田

文
作「

十
二

神
将

立
像

」
作

品
解

説
、『

奈
良

六
大

寺
大

観
　

第
七

巻
　

興
福

寺
　

一
』

岩
波

書
店

、
1969

年
。

夜
叉

形
を

含
む

。

佛
勝

寺
三

重
平

安
時

代
（

11
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

一
部

当
初

）
未

確
認

夜
叉

形
を

含
む

。
寅

神
将

は
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

の
後

補
の

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

る
。

京
都

国
立

博
物

館
・

東
京

国
立

博
物

館
編

『
科

学
研

究
費

補
助

金
　

基
盤

研
究

（
B）

報
告

書
　

多
数

尊
よ

り
構

成
さ

れ
る

仏
教

尊
像

に
関

す
る

調
査

研
究

―
図

像
的

典
拠

と
分

担
製

作
の

視
点

か
ら

―
』、

東
京

国
立

博
物

館
、

2016
年

。

仁
和

寺
京

都
平

安
時

代
（

康
和

5
年

〔
1103〕）

台
座

腰
部

に
浮

彫
無

平
安

時
代

（
康

和
5

年
〔

1103〕）
円

勢
・

長
円

作
。

空
海

請
来

像
の

復
興

像
と

伝
え

ら
れ

る
。

伊
東

史
朗

「
仁

和
寺

旧
北

院
本

尊
薬

師
如

来
檀

像
に

つ
い

て
」、『

仏
教

芸
術

』
177、

1988
年

。

東
大

寺
奈

良
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
不

明
岩

田
茂

樹
「

69 十
二

神
将

立
像

」
作

品
解

説
、

奈
良

国
立

博
物

館
編

『
な

ら
仏

像
館

　
名

品
図

録
2013』、

同
館

、
2013

年
。

宝
城

坊
（

現
本

堂
安

置
）

神
奈

川
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

後
補

）
平

安
時

代
（

10
世

紀
）

山
本

勉
「

宝
城

坊
本

堂
十

二
神

将
像

考
」、『

M
U

SEU
M

』
594、

2005
年

。
定

智
本

図
像

に
よ

る
古

例
。

願
興

寺
岐

阜
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

齋
藤

望
「

406　
薬

師
三

尊
像

　
願

興
寺

」「
411　

十
二

神
将

立
像

　
願

興
寺

」
作

品
解

説
（『

仏
像

集
成

』
2）

福
岡

市
美

術
館

福
岡

平
安

時
代

（
12

世
紀

）
彫

像
（

独
立

）
有

（
後

補
）

平
安

時
代

（
12

世
紀

）
東

光
院

旧
蔵

。
申

・
酉

・
亥

神
像

は
後

補
。

薬
師

如
来

像
、

十
二

神
将

像
と

も
12

世
紀

の
作

で
あ

る
が

、
作

風
に

は
開

き
が

あ
る

と
指

摘
さ

れ
る

。
九

州
歴

史
資

料
館

編
『

堅
粕

薬
師

と
東

光
院

の
古

仏
た

ち
』、

同
館

、
2018

年
。
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所
在

地
・

所
有

者
所

在
地

十
二

神
将

像
の

年
代

十
二

神
将

像
の

形
式

頭
上

の
十

二
支

の
有

無
薬

師
如

来
像

の
年

代
参

考
文

献
・

備
考

横
蔵

寺
岐

阜
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
当

初
像

現
存

せ
ず

一
部

後
補

像
。

齋
藤

望
「

379　
十

二
神

将
立

像
　

横
蔵

寺
」

作
品

解
説

（『
仏

像
集

成
』

2）

寛
益

寺
新

潟
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
熊

田
由

美
子

「
寛

益
寺

蔵
　

木
造

十
二

神
将

立
像

」、『
国

華
』

1420、
2014

年
。

熊
田

氏
に

よ
れ

ば
、

寛
益

寺
周

辺
地

域
に

は
12

世
紀

末
か

ら
13

世
紀

初
頭

の
十

二
神

将
作

例
が

数
組

伝
来

。

古
保

利
薬

師
収

蔵
庫

広
島

平
安

時
代

末
～

鎌
倉

時
代

（
12

世
紀

末
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

5
軀

に
確

認
）

平
安

時
代

（
9

世
紀

）
松

本
眞

『
広

島
修

道
大

学
学

術
選

書
23　

古
保

利
の

仏
像

　
中

国
地

方
の

山
間

・
古

保
利

薬
師

の
仏

像
造

形
考

察
』、

ア
ー

ト
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
、

2004
年

。

中
禅

寺
長

野
平

安
時

代
彫

像
（

独
立

）
亡

失
か

平
安

末
～

鎌
倉

時
代

（
12

～
13

世
紀

）
一

軀
の

み
が

現
存

。『
日

本
の

美
術

』
381。

曹
源

寺
神

奈
川

鎌
倉

時
代

（
12

世
紀

末
～

13
世

紀
初

）
彫

像
（

独
立

）
有

不
明

（
現

存
せ

ず
）

奥
健

夫
「

曹
源

寺
十

二
神

将
像

小
考

」、『
M

U
SEU

M
』

668、
2017

年
。

瑜
伽

寺
山

梨
鎌

倉
時

代
（

12
世

紀
末

～
13

世
紀

初
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
（

10
世

紀
）

鈴
木

麻
里

子
「

山
梨

・
瑜

伽
寺

十
二

神
将

像
に

つ
い

て
」、『

仏
教

芸
術

』
253、

2000
年

。

杉
之

森
高

畑
氏

子
新

潟
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

不
明

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

）
水

野
敬

三
郎

・
長

嶋
圭

哉
・

松
矢

国
憲

編
『

中
越

大
震

災
復

興
祈

念
特

別
展

　
新

潟
の

仏
像

展
』、

新
潟

の
仏

像
展

実
行

委
員

会
、

2006
年

。

興
福

寺
東

金
堂

奈
良

鎌
倉

時
代

（
建

永
2

年
〔

1207〕）
彫

像
（

独
立

）
有

天
武

天
皇

14
年

（
685）

副
島

弘
道

「
55　

十
二

神
将

像
　

興
福

寺
」

作
品

解
説

、『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

　
鎌

倉
時

代
　

造
像

銘
記

篇
　

第
2

巻
〈

解
説

〉』、中
央

公
論

美
術

出
版

、
2004

年
。

薬
師

如
来

像
は

旧
山

田
寺

像
、文

治
3

年
（

1187）
に

興
福

寺
へ

移
送

。

大
善

寺
山

梨
鎌

倉
時

代
（

嘉
禄

3
年

〔
1227〕）

彫
像

（
独

立
）

有
不

明

鈴
木

麻
里

子
「

大
善

寺
日

光
・

月
光

菩
薩

像
及

び
十

二
神

将
像

に
つ

い
て

」、
羽

中
田

壯
雄

先
生

喜
寿

記
念

論
文

集
刊

行
会

編
『

甲
斐

の
美

術
・

建
造

物
・

城
郭

』
岩

田
書

院
、

2002
年

。
奥

健
夫

「
111　

十
二

神
将

像
　

大
善

寺
」

解
説

、『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

　
鎌

倉
時

代
　

造
像

銘
記

篇
　

第
4

巻
〈

解
説

〉』、中
央

公
論

美
術

出
版

、2004
年

。
浄

瑠
璃

寺
旧

蔵
京

都
鎌

倉
時

代
（

安
貞

2
年

〔
1228〕

頃
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
（

11
世

紀
）

現
在

東
京

国
立

博
物

館
、

静
嘉

堂
文

庫
美

術
館

に
分

蔵
。

法
界

寺
京

都
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
（

永
承

6
年

〔
1051〕

頃
）

毛
利

伊
知

郎
「

244　
十

二
神

将
立

像
　

法
界

寺
」、「

245　
薬

師
如

来
立

像
　

法
界

寺
」

作
品

解
説

（『
仏

像
集

成
』

3）。

浄
妙

寺
和

歌
山

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

）
彫

像
（

独
立

）
有

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

）
長

田
寛

康
「

434　
十

二
神

将
立

像
　

浄
妙

寺
」「

435　
薬

師
如

来
及

両
脇

侍
像

　
浄

妙
寺

」
解

説
（『

仏
像

集
成

』
7）

辻
薬

師
堂

旧
蔵

神
奈

川
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
（

12
世

紀
）

現
在

鎌
倉

国
宝

館
所

蔵
。

8
軀

が
当

初
像

。
山

口
隆

介
「

薬
師

三
尊

及
び

十
二

神
将

立
像

」
作

品
解

説
、

鎌
倉

国
宝

館
編

『
旧

辻
薬

師
堂

諸
像

修
理

完
成

記
念

　
特

別
展

　
薬

師
如

来
と

十
二

神
将

～
い

や
し

の
み

ほ
と

け
た

ち
～

』、
同

館
、

2010
年

。

太
寧

寺
旧

蔵
神

奈
川

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

）
彫

像
（

独
立

）
有

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

）
現

在
奈

良
国

立
博

物
館

所
蔵

。
亥

神
の

み
江

戸
時

代
（

17
～

18
世

紀
）。

岩
井

共
二

「
50　

十
二

神
将

立
像

」
作

品
解

説
、

奈
良

国
立

博
物

館
編

『
特

別
展

　
武

家
の

み
や

こ
　

鎌
倉

の
仏

像
　

迫
真

と
エ

キ
ゾ

チ
シ

ズ
ム

』、
奈

良
国

立
博

物
館

・
読

売
新

聞
社

、
2014

年
。

陸
奥

国
分

寺
宮

城
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

後
補

。
当

初
の

有
無

は
不

明
）

不
明

（
当

初
像

現
存

せ
ず

）
酒

井
昌

一
郎

「
陸

奥
国

分
寺

の
不

動
明

王
・

毘
沙

門
天

・
十

二
神

将
」、『

仙
台

市
博

物
館

調
査

研
究

報
告

』
23、

2003
年

。

室
生

寺
奈

良
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
不

明
造

像
当

初
の

伝
来

不
詳

。
室

生
村

砥
取

の
小

堂
か

ら
移

入
さ

れ
た

と
の

伝
え

も
あ

る
。

田
中

義
恭

「
十

二
神

将
立

像
　

金
堂

所
在

」、『
大

和
古

寺
大

観
　

第
六

巻
　

室
生

寺
』、

岩
波

書
店

、
1976

年
。

山
本

勉
・

浅
見

龍
介

「
室

生
寺

金
堂

十
二

神
将

像
考

」『
M

U
SEU

M
』

571、
2001

年
。

瀧
山

寺
愛

知
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

多
く

が
亡

失
）

不
明

「
木

造
日

光
月

光
菩

薩
立

像
　

二
軀

　
木

造
十

二
神

将
立

像
　

十
二

軀
」解

説
、『

月
刊

文
化

財
』

1
月

号
（

712
号

）、
2023

年
。
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81

平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
十
二
神
将
の
受
容
と
造
像

所
在

地
・

所
有

者
所

在
地

十
二

神
将

像
の

年
代

十
二

神
将

像
の

形
式

頭
上

の
十

二
支

の
有

無
薬

師
如

来
像

の
年

代
参

考
文

献
・

備
考

浄
土

寺
愛

知
鎌

倉
時

代
（

正
嘉

元
年

〔
1257〕）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
副

島
弘

道
・

山
岸

公
基

「
231　

十
二

神
将

像
　

浄
土

寺
」

解
説

、『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

　
鎌

倉
時

代
　

造
像

銘
記

篇
　

第
9

巻
〈

解
説

〉』、
中

央
公

論
美

術
出

版
、

2013
年

。

東
光

寺
山

梨
鎌

倉
時

代
（

弘
長

2
年

〔
1262〕）

彫
像

（
独

立
）

有
鎌

倉
時

代
（

12
世

紀
末

～
13

世
紀

初
）

当
初

像
は

6
軀

。
水

野
敬

三
郎

「
254　

東
光

寺
　

十
二

神
将

像
」

解
説

、『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

　
鎌

倉
時

代
　

造
像

銘
記

篇
　

第
9

巻
〈

解
説

〉』、
中

央
公

論
美

術
出

版
、

2013
年

。

斑
鳩

寺
兵

庫
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
・

文
永

8
年

〔
1271〕

頃
か

）
彫

像
（

独
立

）
有

当
初

像
現

存
せ

ず
8

軀
が

現
存

。
文

永
8

年
銘

の
日

光
・

月
光

菩
薩

立
像

と
一

具
の

作
か

。
武

笠
朗

「
309　

日
光

菩
薩

・
月

光
菩

薩
像

」
解

説
、『

日
本

彫
刻

史
基

礎
資

料
集

成
　

鎌
倉

時
代

　
造

像
銘

記
篇

　
第

11
巻

〈
解

説
〉』、

中
央

公
論

美
術

出
版

、
2015

年
。

善
水

寺
滋

賀
鎌

倉
時

代
（

文
永

9
年

〔
1272〕）

彫
像

（
独

立
）

有
（

一
部

当
初

）
不

明
伝

来
の

詳
細

や
、

善
水

寺
の

像
と

し
て

造
立

さ
れ

た
か

は
不

明
と

さ
れ

る
。

佐
々

木
進

・
松

岡
久

美
子

「
311　

十
二

神
将

像
　

善
水

寺
」、『

日
本

彫
刻

史
基

礎
資

料
集

成
　

鎌
倉

時
代

　
造

像
銘

記
篇

　
第

11
巻〈

解
説

〉』、中
央

公
論

美
術

出
版

、
2015

年
。

雪
蹊

寺
／

竹
林

寺
高

知
鎌

倉
時

代
（

文
永

11
年

〔
1274〕

～
建

治
2

年
〔

1276〕）
彫

像
（

独
立

）
有

（
一

部
亡

失
）

鎌
倉

時
代

（
13

世
紀

前
半

）
奥

健
夫

「
318　

十
二

神
将

像
　

雪
蹊

寺
／

竹
林

寺
」、『

日
本

彫
刻

史
基

礎
資

料
集

成
　

鎌
倉

時
代

　
造

像
銘

記
篇

　
第

12
巻

〈
解

説
〉』、

中
央

公
論

美
術

出
版

、
2016

年
。

明
通

寺
福

井
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
（

11
世

紀
）

濱
田

沙
矢

佳
「

福
井

・
明

通
寺

の
十

二
神

将
立

像
に

つ
い

て
」、『

美
術

史
学

』
42、

2021
年

。

桑
原

薬
師

堂
旧

蔵
静

岡

鎌
倉

～
室

町
時

代
・

13
世

紀
前

半
（

伝
丑

神
）

・
建

治
3

年
（

1277）
頃

（
伝

卯
神

、
伝

辰
神

、
伝

申
神

、
伝

亥
神

）
・

14
世

紀
初

め
頃

（
伝

子
神

・
寅

神
・

巳
神

・
午

神
・

酉
神

・
戌

神
）

・
15

～
16

世
紀

頃
（

伝
未

神
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
現

か
ん

な
み

仏
の

里
美

術
館

所
蔵

。
山

本
勉

「
345　

十
二

神
将

像
　

か
ん

な
み

仏
の

里
美

術
館

」
解

説
、『

日
本

彫
刻

史
基

礎
資

料
集

成
　

鎌
倉

時
代

　
造

像
銘

記
篇

　
第

12
巻

〈
解

説
〉』、

中
央

公
論

美
術

出
版

、
2016

年
。

東
明

寺
千

葉
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
中

頃
～

後
半

）
彫

像
（

独
立

）
有

平
安

時
代

（
12

世
紀

）
濱

名
徳

順
「

富
津

市
東

明
寺

十
二

神
将

像
と

北
条

義
時

の
戌

神
霊

験
譚

」、『
ア

ジ
ア

民
族

造
形

学
会

誌
』

18、
2022

年
。

医
王

寺
栃

木
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

有
（

一
部

）
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

萩
原

哉
「

1　
薬

師
如

来
及

び
両

脇
侍

像
」

作
品

解
説

、
大

澤
慶

子
「

2　
十

二
神

将
立

像
」

作
品

解
説

（
宗

教
法

人
医

王
寺

編
集

・
発

行
『

東
高

野
山

医
王

寺
金

堂
平

成
大

改
修

落
慶

記
念

　
医

王
寺

の
仏

像
』、

2012
年

）

瀧
水

寺
千

葉
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

有
不

明
武

笠
朗

「
394　

瀧
水

寺
　

十
二

神
将

像
」

解
説

、『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

　
鎌

倉
時

代
　

造
像

銘
記

篇
　

第
14

巻
〈

解
説

〉』、中
央

公
論

美
術

出
版

、2018
年

。

仏
生

寺
栃

木
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

有（
後

補
ま

た
は

亡
失

）
平

安
時

代
（

12
世

紀
初

）
北

口
英

雄
「

資
料

紹
介

　
仏

生
寺

蔵
　

木
造

十
二

神
将

立
像

」、
栃

木
県

立
博

物
館

編
『

栃
木

県
立

博
物

館
研

究
紀

要
　

人
文

』
24、

2007
年

小
松

寺
千

葉
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

一
部

有
（

後
補

か
？

）
秘

仏
本

尊
：

平
安

時
代

（
9

世
紀

）
前

立
像

：
平

安
時

代
（

12
世

紀
）

「
2　

薬
師

如
来

立
像

」「
11　

薬
師

如
来

立
像

」「
12　

十
二

神
将

立
像

」
作

品
解

説
（

い
ず

れ
も

濱
名

徳
順

執
筆

）、
千

葉
市

美
術

館
編

『
仏

像
半

島
―

房
総

の
美

し
き

仏
た

ち
』、

千
葉

市
美

術
館

・
美

術
館

連
絡

協
議

会
、

2013
年

。

霊
山

寺
奈

良
鎌

倉
時

代
（

13
世

紀
後

半
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
（

治
暦

2
年

〔
1066〕）

奥
健

夫
「

138　
薬

師
如

来
及

両
脇

侍
像

」、「
140　

十
二

神
将

立
像

　
霊

山
寺

」
作

品
解

説
（『

仏
像

集
成

5』）。
日

光
・

月
光

菩
薩

像
の

板
光

背
に

も
絵

画
で

十
二

神
将

像
を

表
す

。

西
蓮

寺
茨

城
鎌

倉
時

代
（

13
～

14
世

紀
）

彫
像

（
独

立
）

有
平

安
時

代
後

期
桐

原
治

美
「

52　
十

二
神

将
立

像
」

作
品

解
説

、
茨

城
県

立
歴

史
館

編
集

・
発

行
『

開
館

三
十

周
年

記
念

特
別

展
Ⅰ

　
茨

城
の

仏
教

遺
宝

ー
み

ほ
と

け
の

情
景

と
ま

な
ざ

し
ー

』、
2004

年
。
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

82

所
在

地
・

所
有

者
所

在
地

十
二

神
将

像
の

年
代

十
二

神
将

像
の

形
式

頭
上

の
十

二
支

の
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Summary

Acceptance and creation of statues of the Twelve 
Divine Generals in the Heian and Kamakura Periods

Sayaka HAMADA

This paper focuses on the increase in the number of statues of the Twelve 
Divine Generals in Japan from the late Heian Period, and examines the aspects of the 
acceptance and creation of statues of the Twelve Divine Generals from the Heian 
Period to the Kamakura Period.

This section examines examples of new Twelve Divine Generals statues that were 
added to older Yakushi Nyorai statues after the late Heian Period. These examples 
indicate that the Twelve Divine Generals received renewed attention during this 
period. The hope placed in the Twelve Divine Generals is motivated by faith in the 
venerable old Yakushi Nyorai statues. In order to form a relationship with and receive 
the blessings of Yakushi Nyorai, new statues of the Twelve Divine Generals, who are 
followers of the Yakushi Nyorai, were created and enshrined. The Twelve Divine 
Generals were thought to protect and mediate the prayers of worshippers of Yakushi 
Nyorai. Based on the faith in Yakushi Nyorai, interest in the Twelve Divine Generals 
as mediators between Yakushi Nyorai and humans began to grow.

Buddhist scriptures do not clearly describe the roles and appearances of the 
Twelve Divine Generals. However, as interest in the Twelve Divine Generals 
grew from the late Heian Period to the Kamakura Period, their appearances and 
personalities began to be defined in detail in iconographic collections.

It is believed that the abovementioned factors led to the proliferation of statues of 
the Twelve Divine Generals in the Middle Ages.
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